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宣
教
医
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
琉
球
王
国
宣
教
と

そ
の
イ
ギ
リ
ス
帝
国
宣
教
史
上
の
意
義

渡　

邊　

公　

夫

は
じ
め
に

　

本
論
文
は
、
一
八
四
六
年
か
ら
、
ペ
リ
ー
艦
隊
の
来
航
ま
で
、
琉
球
に
滞
在
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
の
宣
教
師

と
し
て
活
動
し
た
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ジ
ャ
ン
・
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム （Bettelheim

, Bernald Jean, – 

一
八
一
一
─
没
年
不

明
） 

と
い
う
人
物
の
言
動
を
分
析
し
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
宣
教
運
動
の
一
つ
の
事
例
と
し
て
彼
の
事
績
を
と
ら

え
な
お
す
こ
と
を
目
標
と
す
る
。　

　

現
在
の
研
究
水
準
で
は
、
九
年
間
と
い
う
長
期
に
わ
た
る
活
動
の
な
か
で
、
彼
は
労
多
く
し
て
得
る
と
こ
ろ
が
少
な

か
っ
た
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
彼
を
派
遣
し
た
琉
球
海
軍
伝
道
会
は
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
後
一
人
の
宣
教
師
を
琉
球

に
派
遣
し
た
が
、
現
在
に
至
る
明
確
な
宣
教
成
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ず
、
消
滅
し
て
い
る
。
宣
教
の
成
果
に
限
ら
ず
、
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彼
が
直
接
に
遺
し
た
影
響
の
小
さ
さ
か
ら
、
彼
が
琉
球
で
宣
教
活
動
を
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
琉
球
が
日
本
に

併
合
さ
れ
る
激
動
の
時
代
に
至
る
ま
で
の
特
殊
な
出
来
事
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
琉
球
史
の
観
点
か
ら
み
て
、
そ
の
見

解
は
間
違
い
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、
彼
を
当
時
の
「
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
宣
教
師
」
の
一
人
と
し
て
見
た
時
、
琉
球
史
、
沖
縄
史
の
視
点
と
は
全

く
異
な
っ
た
観
点
か
ら
評
価
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
帝
国
で
お
こ
な
わ
れ
た
宣
教
の

実
態
を
体
現
す
る
人
物
と
し
て
、
彼
は
興
味
深
い
事
例
の
一
つ
だ
と
い
え
る
。
本
論
文
で
は
、
こ
の
観
点
か
ら
、
特
に

彼
の
信
仰
の
あ
り
方
に
注
目
し
て
論
じ
て
い
く
。

　

次
に
、
彼
が
来
琉
に
至
る
ま
で
の
経
歴
を
簡
潔
に
紹
介
す
る（

（
（

。

一
八
一
一
年	

�

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
レ
ス
ブ
ル
グ
の
ユ
ダ
ヤ
系
商
人
の
家
に
生
ま
れ
る
。
ラ
ビ
に
な
る
た
め
の
学
校
に

通
う
。

一
八
三
六
年	

イ
タ
リ
ア
の
パ
デ
ュ
ア
大
学
で
医
学
博
士
号
を
取
得
。
中
近
東
地
域
で
軍
医
と
し
て
数
年
間
勤
務
。

一
八
四
〇
年	

�

近
東
で
、
イ
ギ
リ
ス
軍
の
軍
医
と
し
て
従
軍
中
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
へ
と
改
宗
。

	
�

改
宗
し
て
か
ら
イ
ギ
リ
ス
国
籍
を
取
得
す
る
ま
で
に
ロ
ン
ド
ン
ユ
ダ
ヤ
人
宣
教
会（London Jew

’s 

Society

）
に
自
分
を
近
東
地
域
の
ユ
ダ
ヤ
人
宣
教
に
派
遣
す
る
よ
う
要
請
す
る
が
失
敗
。

一
八
四
三
年	

�

イ
ギ
リ
ス
人
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
メ
ア
リ
・
バ
ー
リ
ッ
ク
（Berlick, Elizabeth M

ary: 

生
没
年
不
明
）
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と
結
婚
、
イ
ギ
リ
ス
国
籍
取
得
。

一
八
四
五
年	

�

琉
球
海
軍
伝
道
会
の
公
募
に
応
じ
て
、
採
用
。
イ
ギ
リ
ス
出
立
。
香
港
で
宣
教
師
カ
ー
ル
・
ギ
ュ

ツ
ラ
フ 

（Gützlaff, K
arl Friedrich A

ugust, 1803-1851

）（
（
（

に
師
事
し
、
四
月
末
日
に
琉
球
に

到
着
。

	

な
お
、
彼
が
琉
球
を
出
立
す
る
の
は
、
一
八
五
四
年
で
あ
る
。

　　

ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
が
所
属
す
る
琉
球
海
軍
伝
道
会
は
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
軍
人
の
有
志
が
立
ち
上
げ
た
民
間
団
体
で
あ

る
。
彼
ら
は
、
1
8
1
6
年
に
英
国
使
節
団
の
北
京
訪
問
に
同
行
し
た
ア
ル
セ
ス
ト （A

lceste

） 

号
、
ラ
イ
ア
ラ （Lyra

） 

号
に
乗
り
組
ん
で
い
た
海
軍
士
官
だ
っ
た
。
両
船
は
、
英
国
使
節
団
が
北
京
で
任
を
果
た
す
間
、
東
シ
ナ
海
海
域
の
調

査
を
命
じ
ら
れ
、
琉
球
に
も
寄
港
し
て
い
た
。
そ
の
際
受
け
た
恩
義
に
報
い
る
た
め
に
組
織
さ
れ
た
宣
教
団
体
で
あ
り
、

最
大
の
出
資
者
は
海
軍
司
令
官
で
も
あ
っ
た
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
公
爵
だ
っ
た
。
基
金
に
応
募
し
た
人
々
の
名
簿
を
見
て

み
る
と
、
伝
道
会
の
役
員
で
あ
る
海
軍
士
官
の
妻
子
の
名
が
集
金
者
と
し
て
書
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
募
金
者
と

募
金
額
が
書
か
れ
て
い
る
。
一
八
四
三
年
二
月
九
日
か
ら
一
八
四
九
年
二
月
九
日
ま
で
に
集
ま
っ
た
基
金
は
約
二
二
二

八
ポ
ン
ド
、
寄
付
名
義
は
二
〇
〇
名
義
だ
っ
た

（
（
（

。
一
八
四
九
年
二
月
九
日
か
ら
一
八
五
〇
年
二
月
九
日
ま
で
は
四
一

三
名
義
か
ら
約
四
〇
三
ポ
ン
ド
集
ま
っ
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
ル
カ
の
福
音
書
、
使
徒
行
伝
の
琉
球
語
訳
聖
書
出
版
の

た
め
の
特
別
基
金
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
六
四
名
義
か
ら
約
一
七
八
ポ
ン
ド
集
ま
っ
て
い
る（

（
（

。
一
八
五
〇
年
二
月
九
日



152

か
ら
一
八
五
一
年
二
月
九
日
ま
で
は
四
一
三
名
義
か
ら
約
二
一
五
ポ
ン
ド（

（
（

、
一
八
五
一
年
二
月
五
日
か
ら
一
八
五
二

年
十
二
月
三
一
日
ま
で
は
三
三
六
名
義
か
ら
七
二
九
ポ
ン
ド（

（
（

、
一
八
五
三
年
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
一
日
ま
で
は

二
九
〇
名
義
か
ら
約
三
六
二
ポ
ン
ド
、
一
八
五
四
年
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
一
日
ま
で
は
二
二
九
名
義
か
ら
約
二
八

四
ポ
ン
ド
集
め
ら
れ
て
い
る（

（
（

 

。
寄
付
を
寄
せ
る
会
員
数
や
寄
付
金
が
初
期
か
ら
拡
大
す
る
こ
と
が
な
く
、
琉
球
海
軍

伝
道
会
の
発
起
人
で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
ク
リ
フ
ォ
ー
ド  （Clifford, H

erbert John, 1789-1855

）  

が
亡
く
な
る
と
同
時

に
伝
道
会
が
解
散
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
団
体
は
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
個
人
の
情
熱
と
彼
の
海
軍
時
代
の
人
脈
に
支

え
ら
れ
た
私
的
な
団
体
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　

ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
は
こ
の
宣
教
団
体
に
雇
わ
れ
、
琉
球
に
派
遣
さ
れ
た
の
だ
が
、
経
歴
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
彼
は

正
式
な
牧
師
の
資
格
は
持
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
彼
が
派
遣
さ
れ
た
の
は
、「
宣
教
活
動
も
出
来
る
医
師
」
と
し

て
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
背
景
を
汲
ん
で
、
タ
イ
ト
ル
は
「
英
宣
教
医
」
と
し
た（

（
（

。

　

し
か
し
、
彼
の
在
任
中
新
た
な
専
任
の
牧
師
資
格
を
持
っ
た
宣
教
師
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
彼
自
身
も
宣
教
活

動
に
意
欲
的
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
彼
は
後
世
、
自
身
も
宣
教
師
だ
っ
た
H
・
B
・
シ
ュ
ウ
ォ
ー
ツ
（Schw

artz, H
enry 

Butler

）
に
よ
っ
て
、
沖
縄
に
お
け
る
初
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
と
し
て
称
揚
さ
れ
る
に
い
た
る
。
こ
れ
に
対
し
、

オ
ー
テ
ィ
ス
・
カ
リ
ー （Cary, O

tis

）
は
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
宣
教
を
失
敗
だ
っ
た
と
結
論
付
け
た
。
シ
ュ
ウ
ォ
ー
ツ

の
後
任
だ
っ
た
ア
ー
ル
・
ブ
ル
（Bull, Earl R.

）
が
改
め
て
宣
教
地
の
開
拓
者
と
し
て
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
を
顕
彰
し
て

い
る（

（
（

。
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戦
後
に
な
り
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
宣
教
の
成
果
の
み
な
ら
ず
、
医
学
や
英
語
の
教
授
に
お
け
る
功
績
も
否
定
し
た

の
が
G
・
H
・
カ
ー
（K

err, George H
.

）
だ
っ
た
。
彼
は
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
人
格
の
問
題
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
は

ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
琉
球
語
能
力
自
体
を
疑
い
、
彼
の
報
告
は
あ
た
か
も
彼
の
活
動
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
か
の
よ
う

に
脚
色
さ
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
ま
で
批
判
し
て
い
る（

（1
（

。

　

カ
ー
の
評
価
を
覆
し
た
の
が
照
屋
善
彦
で
あ
る
。
照
屋
は
当
時
未
刊
行
だ
っ
た
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
手
記
と
琉
球
王

府
の
記
録
を
分
析
の
対
象
と
し
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
活
動
を
客
観
的
に
叙
述
し
た（

（1
（

。
そ
の
中
で
、
照
屋
は
ベ
ッ
テ

ル
ハ
イ
ム
の
業
績
を
再
評
価
し
た
。

　

た
だ
、
従
来
の
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
研
究
は
、
彼
と
琉
球
王
府
の
関
係
や
、
彼
の
琉
球
で
の
活
動
自
体
の
研
究
は
充
実

し
て
い
る
も
の
の
、
彼
の
宣
教
師
と
し
て
の
信
仰
の
時
代
的
背
景
を
考
察
す
る
視
点
を
欠
い
て
い
る
。
結
論
を
先
取
り

し
て
し
ま
え
ば
、
彼
は
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
宣
教
運
動
の
潮
流
に
影
響
さ
れ
る
形
で
琉
球
に
来
た
の
で
あ
り
、
彼

の
琉
球
で
の
言
動
に
も
彼
が
受
け
た
当
時
の
神
学
的
、
宗
教
的
影
響
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
、
本
論
文
で
は
、
ま
ず
次
章
で
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
宣
教
師
研
究
の
動
向
と
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
研
究
の
接
点

に
つ
い
て
論
じ
る
。
こ
の
章
で
宣
教
師
研
究
に
お
け
る
福
音
主
義
思
想
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
を
改

宗
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
第
二
章
で
は
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
に
と
っ
て
の
イ
ギ
リ
ス
の
重
要
性
に
つ

い
て
論
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
イ
ギ
リ
ス
帝
国
と
い
う
後
ろ
盾
を
、「
神
の
王
国
」
を
地
上
に
実
現
す
る
た
め
の
手
段

と
し
て
必
要
と
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
第
三
章
で
は
、
彼
の
信
仰
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
①
福
音
主
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義
思
想
と
②
ユ
ダ
ヤ
教
か
ら
の
改
宗
者
と
い
う
側
面
か
ら
論
じ
、
そ
の
両
者
が
融
合
し
て
彼
の
言
動
の
根
拠
と
な
っ
て

い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
一
章
：
イ
ギ
リ
ス
帝
国
史
に
お
け
る
宣
教
師
研
究

　

一
九
八
〇
年
代
ま
で
、
宣
教
師
た
ち
は
、
主
に
第
三
世
界
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
研
究
に
お
い
て
、
西
洋
列
強
に
よ
る
帝

国
主
義
の
手
先
だ
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
宣
教
師
自
身
の
信
仰
の
あ
り
方
と
布
教
姿
勢
の
関
係
性
と
い
う
新

た
な
視
点
を
提
示
し
、
帝
国
と
宣
教
師
の
関
係
を
相
対
化
し
た
の
が
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
文
化
史
に
お
け
る
宣
教
師
研
究

の
新
た
な
研
究
動
向
で
あ
る
。
こ
の
研
究
動
向
を
支
え
る
歴
史
家
に
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ス
タ
ン
リ
ー（Stanley, Brian

）

と
ア
ン
ド
ル
ー
・
ポ
ー
タ
ー
（Porter, A

ndrew

）
が
い
る
。
宣
教
師
が
政
治
的
・
文
化
的
な
帝
国
主
義
の
主
要
な
推

進
者
で
あ
る
と
す
る
目
的
史
観
を
批
判
し
た
の
が
、
ス
タ
ン
リ
ー
のBible and the Flag （
一
九
九
〇
） 

だ
っ
た
。
彼

は
こ
の
著
作
で
、
一
九
・
二
〇
世
紀
の
各
植
民
地
に
お
け
る
宣
教
師
、
植
民
地
政
府
、
本
国
政
府
、
本
国
の
宣
教
協

会
の
複
雑
な
関
係
を
比
較
史
の
形
で
呈
示
し
、
宣
教
の
文
脈
・
状
況
依
存
性
を
指
摘
し
た（

（1
（

。
ポ
ー
タ
ー
のR

eligion 

versus E
m

pire? （
二
〇
〇
四
） 

も
、
一
七
〇
〇
年
か
ら
一
九
一
四
年
ま
で
の
宣
教
と
帝
国
の
複
雑
な
関
係
を
描
き
、
単

純
に
宣
教
師
が
帝
国
主
義
の
尖
兵
で
あ
る
と
論
じ
る
こ
と
を
戒
め
て
い
る（

（1
（

。
彼
は
、
宣
教
師
た
ち
が
「
帝
国
主
義
の

手
先
」
と
し
て
持
続
的
に
利
用
さ
れ
た
可
能
性
は
な
い
、
と
も
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。

　

こ
れ
ら
の
一
連
の
修
正
主
義
に
基
づ
く
研
究
は
、
宣
教
を
す
る
側
、
帝
国
を
支
配
す
る
側
の
多
様
性
を
指
摘
す
る
こ
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と
で
、
宣
教
と
帝
国
の
関
係
を
相
対
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
宣
教
師
た
ち
は
、
独
自
の
動
機
に
基
づ
い
て
布
教
活
動
を

推
進
し
た
の
で
あ
り
、
原
住
民
の
み
な
ら
ず
、
本
国
政
府
、
植
民
地
政
府
、
現
地
の
商
人
と
入
植
者
、
本
国
の
宣
教
協

会
と
も
対
立
・
協
調
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
修
正
主
義
研
究
で
は
、
宣
教
師
と
こ
れ
ら
の
関
係
者
の
間
の
相
互
作
用
が

検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る（

（1
（

。

　

た
だ
、
単
に
宣
教
師
と
帝
国
内
部
の
諸
要
素
の
関
係
性
を
論
じ
る
だ
け
で
は
、
一
九
世
紀
の
帝
国
各
地
の
宣
教
活
動
の

多
様
性
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
う
。
帝
国
各
地
の
宣
教
活
動
に
一
貫
し
た
歴
史
叙
述
を
与
え
る
た
め
に
、
修
正

主
義
研
究
者
が
重
視
す
る
の
が
、
本
国
に
お
け
る
神
学
上
の
潮
流
だ
っ
た（

（1
（

。
ボ
イ
ド
・
ヒ
ル
ト
ン
（H

ilton, Boyd

）

は
、
一
九
世
紀
前
半
、
後
半
で
神
学
の
潮
流
が
変
化
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
一
九
世
紀
前
半
の
イ
ギ
リ
ス
で
支

配
的
だ
っ
た
の
は
、「
穏
健
な
福
音
主
義
」、
す
な
わ
ち
現
実
世
界
に
お
い
て
、
人
間
の
努
力
に
よ
っ
て
漸
進
的
な
倫
理

の
向
上
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
楽
観
的
な
希
望
を
抱
く
も
の
だ
っ
た（

（1
（

。
一
九
世
紀
前
半
の
宣
教
師
た
ち
の
活
動
を
分

析
す
る
際
に
、「
穏
健
な
福
音
主
義
」
の
観
点
か
ら
論
じ
る
の
が
修
正
主
義
研
究
の
歴
史
叙
述
の
立
場
で
あ
る
。

　
「
穏
健
な
福
音
主
義
」
の
思
想
的
な
背
景
に
は
、
後
千
年
王
国
思
想
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
キ
リ
ス
ト
の
再
臨
は
、
神

の
王
国
が
建
設
さ
れ
た
後
に
起
こ
る
と
考
え
る
立
場
で
あ
る
。
後
千
年
王
国
思
想
の
持
ち
主
は
、
神
の
王
国
の
建
設
が
、

人
間
の
努
力
に
よ
る
漸
進
的
な
倫
理
の
向
上
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
と
考
え
て
い
た（

（1
（

。
フ
ラ
ン
ス
革
命
、
ナ
ポ
レ
オ

ン
戦
争
の
と
き
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
で
は
聖
書
で
描
か
れ
る
黙
示
録
の
預
言
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た（

（1
（

。
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦

争
に
勝
利
す
る
と
、
今
度
は
イ
ギ
リ
ス
帝
国
こ
そ
が
地
上
に
神
の
王
国
を
建
設
す
る
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
の
だ
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と
い
う
自
己
認
識
が
芽
生
え
た（

（2
（

。
一
八
四
〇
年
代
ま
で
の
、
宣
教
師
は
狂
信
者
と
大
し
て
変
わ
ら
な
い
と
い
う
イ
ギ

リ
ス
社
会
に
お
け
る
風
潮
は
、
一
八
五
〇
年
代
に
は
改
善
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
宣
教
師
が
社
会
的
に
ま
と
も
な
存
在

と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
中
・
上
流
階
級
の
人
々
か
ら
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る（

（2
（

。
こ

う
し
た
意
識
の
も
と
で
、
宣
教
熱
が
高
ま
り
を
見
せ
、
民
間
団
体
が
主
体
と
な
っ
て
宣
教
活
動
が
推
進
さ
れ
た（

（2
（

。
ま

た
、
漸
進
的
に
全
世
界
的
な
倫
理
的
向
上
を
目
指
す
と
い
う
立
場
は
、
通
商
圏
の
拡
大
、
英
語
教
育
、
病
院
建
設
、
奴

隷
解
放
な
ど
の
、
世
俗
的
な
文
明
化
と
福
音
宣
教
が
両
立
す
る
と
い
う
立
場
で
も
あ
っ
た（

（2
（

。
特
に
、
奴
隷
解
放
運
動

は
一
九
世
紀
前
半
の
福
音
主
義
者
に
と
っ
て
重
要
な
関
心
で
あ
り
続
け
た
。

　

後
述
す
る
よ
う
に
、
奴
隷
解
放
と
い
う
テ
ー
マ
が
福
音
主
義
者
に
訴
求
力
が
あ
る
こ
と
は
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
も
了

解
し
て
お
り
、
彼
の
言
説
の
一
つ
の
柱
に
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、「
神
の
王
国
」
の
建
設
と
い
う
観
点
か
ら
重
視
さ
れ

た
の
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
宣
教
運
動
だ
っ
た
。
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
が
改
宗
し
た
当
時
、
旧
約
聖
書
と
い
う
共
通
の

聖
典
を
持
つ
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
キ
リ
ス
ト
教
化
の
進
展
こ
そ
が
、
神
の
再
臨
の
時
期
を
推
し
量
る
格
好
の
目
印
で
あ
る
と

認
識
さ
れ
て
い
た（

（2
（

。
す
な
わ
ち
、
中
近
東
に
在
住
す
る
ユ
ダ
ヤ
教
徒
を
改
宗
さ
せ
る
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
神
の
再
臨

を
招
く
こ
と
に
等
し
い
と
思
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
は
当
時
の
福
音
主
義
者
の
成
果
の
一
人

で
あ
り
、
彼
自
身
そ
の
目
標
を
内
面
化
し
て
い
た
こ
と
は
、
最
初
の
志
望
先
が
ロ
ン
ド
ン
ユ
ダ
ヤ
人
宣
教
会
で
の
ユ
ダ

ヤ
人
改
宗
運
動
だ
っ
た
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
。

　

こ
の
、
修
正
主
義
の
立
場
か
ら
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
事
例
を
分
析
し
た
の
が
、
ロ
バ
ー
ト
・
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー（Fletcher, 
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）
だ
っ
た
。
彼
は
、
琉
球
海
軍
伝
道
会
が
イ
ギ
リ
ス
海
軍
士
官
の
自
発
的
活
動
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
点
を

重
視
し
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
帝
国
拡
大
の
文
脈
に
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
事
例
を
位
置
づ
け
た
。
来
琉
す
る

異
国
船
と
琉
球
王
府
と
の
交
渉
現
場
に
お
け
る
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
役
割
を
高
く
評
価
し
、
と
く
に
ペ
リ
ー
艦
隊
に
与

え
た
影
響
を
重
視
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
活
動
は
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
枠
組
み
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は

な
く
、
当
時
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
海
洋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
つ
の
結
節
点
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
い
う
視
点
を
提

供
し
た
の
で
あ
る（

（2
（

。

　

し
か
し
、
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
の
研
究
は
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
「
ユ
ダ
ヤ
教
か
ら
の
改
宗
者
」
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
軽
視
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
彼
の
旧
約
聖
書
を
重
視
す
る
布
教
姿
勢
や
、
琉
球
へ
の
政
治
的
介
入
を
訴
え

る
際
の
論
理
展
開
の
独
自
性
を
見
落
と
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
が
最
初
に
志
望
し
た
の
は

ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
宣
教
で
あ
り
、
来
琉
し
て
か
ら
は
現
地
の
人
々
を
「
失
わ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
氏
族
」
の
末
裔
で
あ
る
と
主
張

し
、
彼
ら
に
対
す
る
自
ら
の
宣
教
師
と
し
て
の
適
性
を
訴
え
た
。
い
う
な
れ
ば
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
は
、
イ
ギ
リ
ス
本

土
の
宗
教
的
熱
情
の
成
果
で
あ
る
と
同
時
に
、
自
ら
も
そ
の
熱
情
を
再
生
産
す
る
主
体
だ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
意
味

で
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
言
動
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
宣
教
師
運
動
の
実
態
の
一
端
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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第
二
章
：
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
と
イ
ギ
リ
ス

　

ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
は
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
ユ
ダ
ヤ
系
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
だ
っ
た
。
彼
が
イ
ギ
リ
ス
本
土
で
生

活
し
た
期
間
は
二
年
に
満
た
な
い
。
そ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
彼
は
イ
ギ
リ
ス
国
籍
を
取
得
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
宣
教
団
体

で
の
活
動
を
志
望
し
、
最
終
的
に
琉
球
海
軍
伝
道
会
の
募
集
に
応
じ
て
来
琉
し
た
。
そ
し
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
彼

は
植
民
地
主
義
者
と
見
紛
う
ば
か
り
の
主
張
を
繰
り
広
げ
た
。
し
か
し
、
琉
球
を
撤
退
し
た
後
、
彼
は
一
度
と
し
て
イ

ギ
リ
ス
本
土
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
見
矛
盾
す
る
よ
う
な
彼
の
こ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
へ
の
態
度
を

分
析
す
る
の
が
本
章
の
目
的
で
あ
る
。

　

彼
は
来
琉
直
前
の
中
国
大
陸
に
お
い
て
、
琉
球
で
身
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
時
の
用
心
に
ど
の
よ
う
な
自
衛
策
を
講

じ
て
い
る
か
と
友
人
に
聞
か
れ
、
自
分
が
ま
っ
た
く
武
器
を
持
ち
込
む
こ
と
を
考
え
て
い
な
い
こ
と
を
教
え
る
と
、
非

常
に
驚
か
れ
た
こ
と
を
記
事
に
し
て
い
る
。
彼
は
、
信
仰
の
徒
で
あ
る
自
分
に
は
神
の
加
護
が
あ
る
こ
と
を
誇
り
、
神

の
言
葉
、
す
な
わ
ち
聖
書
が
あ
れ
ば
十
分
で
あ
る
と
記
述
し
て
い
る（

（2
（

。

　

し
か
し
、
彼
が
琉
球
で
の
宣
教
活
動
を
開
始
す
る
と
、
様
々
な
妨
害
に
直
面
し
た
。
琉
球
王
府
は
彼
を
常
に
監
視
し
、

彼
が
外
出
す
る
際
に
は
常
に
護
衛
と
称
し
て
役
人
を
張
り
付
け
、
市
井
の
人
々
と
の
接
触
を
禁
じ
た
。
彼
が
雇
う
こ
と

を
許
さ
れ
た
使
用
人
は
す
べ
て
ス
パ
イ
だ
っ
た
。
当
然
彼
は
抗
議
し
、
パ
ー
マ
ス
ト
ン
外
相
（Palm

erston, H
enry 

John T
em

ple, 3
rd V

iscount of: 1784-1865

）
の
親
書
を
携
え
た
レ
ナ
ー
ド
号 （R

eynard

） 

が
来
琉
し
て
ベ
ッ
テ
ル



159	 宣教医ベッテルハイムの琉球王国宣教とそのイギリス帝国宣教史上の意義

ハ
イ
ム
の
待
遇
に
関
し
て
申
し
入
れ
を
行
う
と
、
一
時
的
に
状
況
は
改
善
し
た
が
、
本
質
的
に
彼
の
宣
教
活
動
が
許
可

さ
れ
る
こ
と
は
無
か
っ
た（

（2
（

。

　

彼
を
取
り
巻
く
状
況
が
困
難
に
な
る
に
つ
れ
、
次
第
に
彼
は
言
動
を
過
激
に
し
て
い
く（

（2
（

。
具
体
的
に
は
、
琉
球
王

府
宛
に
自
分
の
境
遇
が
改
善
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
報
復
を
呼
ぶ
だ
ろ
う
と
書
面
で
抗
議
し
て
い
る（

（2
（

。

　

こ
う
し
た
言
動
は
、
一
時
の
憤
激
や
、
琉
球
王
府
向
け
の
駆
け
引
き
の
一
環
に
過
ぎ
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
と

い
う
の
も
、
彼
は
、
本
国
の
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
ら
へ
の
報
告
書
で
あ
る
日
記
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
を
書
い
て
い
る
か
ら

で
あ
る（

（3
（

。

（
訳�

）
… （
前
略
） 

…
我
々
は
あ
な
た
方
が
無
知
な
民
族
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
私
た
ち
の
義
務
は

あ
な
た
方
の
人
間
性
の
程
度
を
増
進
す
る
こ
と
だ
と
わ
か
っ
た
。
我
々
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
我
々
の
国
民
が
、
宣

教
師
で
あ
る
か
、
技
術
者
で
あ
る
か
、
商
人
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
琉
球
人
と
交
流
を
持
て
る
よ
う
に
望
む
。
琉

球
民
族
は
、
国
民
と
判
断
さ
れ
る
前
に
す
べ
て
の
点
で
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
我
々
は
こ
の
よ
う

に
し
て
琉
球
王
府
が
、
琉
球
人
と
外
国
人
の
自
由
な
交
流
を
妨
げ
る
す
べ
て
の
、
い
か
な
る
障
害
を
も
取
り
除
く

こ
と
を
要
求
す
る
。
我
々
は
ま
た
、
彼
ら
に
、
す
べ
て
の
啓
蒙
さ
れ
た
政
府
が
す
る
よ
う
に
、
自
身
の
国
民
に
、

お
の
お
の
の
良
心
が
命
じ
る
ま
ま
に
、
い
か
な
る
宗
教
に
も
従
う
こ
と
を
許
す
こ
と
を
要
求
す
る
。
そ
し
て
、
今

現
在
琉
球
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
に
よ
っ
て
教
え
ら
れ
て
い
る
宗
教
に
従
っ
た
い
か
な
る
人
物
に
も
、
反
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対
す
る
こ
と
や
、
い
わ
ん
や
罰
を
与
え
る
こ
と
の
無
い
よ
う
要
求
す
る
。

　

こ
の
記
事
は
、
一
八
五
二
年
六
月
九
日
の
も
の
で
あ
り
、
琉
球
王
府
へ
の
自
分
の
要
求
を
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
軍
人
が

代
弁
し
て
く
れ
る
こ
と
を
夢
想
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
記
事
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
は
「
文
明
化
し
た
キ
リ
ス
ト
教
国
」
の
み
に
国
家
を
名
乗
る
こ

と
が
許
さ
れ
る
と
考
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
琉
球
人
は
そ
れ
ゆ
え
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
指
導
を
受
け
、
啓
蒙
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
琉
球
人
は
そ
の
「
人
間
性
の
程
度
（the scale of hum

anity

）」
を
増
進
さ
せ
ね
ば
な
ら
な

い
、
と
ま
で
酷
評
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
八
五
二
年
五
月
一
六
日
に
は
、
軍
事
力
を
行
使
す
る
意
図
を
持
た
な
い
軍

人
に
で
き
る
こ
と
は
琉
球
の
地
に
は
存
在
せ
ず
、「
彼
ら
が
琉
球
の
人
々
に
、
彼
ら
が
い
ま
だ
国
家
の
態
を
な
し
て
お
ら

ず
、
彼
ら
自
身
の
力
で
は
繁
栄
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
彼
ら
が
あ
る
側
面
で
は
人
間
と
い
う
よ
り
は
獣
に
近
い
存
在
で

あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
は
琉
球
の
人
々
を
憐
れ
ん
で
教
師
を
派
遣
し
た
こ
と
、
彼
ら
の
い
か
な
る
法
も
価
値
を
持
た

ず
、
自
殺
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
琉
球
人
た
ち
に
確
信
さ
せ
な
い
限
り
、」
宣
教
の
役
に
は
立
た
な
い
、
と
ベ
ッ
テ

ル
ハ
イ
ム
は
言
い
切
っ
て
い
る（

（3
（

。
こ
こ
に
見
え
る
の
は
、「
文
明
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
未
開
の
人
々
を
導
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
い
う
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
中
心
主
義
的
な
思
考
方
法
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
八
五
三
年
一
月
一
三
日
の

記
事
に
、「
キ
リ
ス
ト
教
権
力
、
キ
リ
ス
ト
者
に
よ
る
植
民
地
化
、
お
よ
び
そ
の
政
府
、
こ
れ
ら
の
き
わ
め
て
偉
大
な

地
上
に
お
け
る
神
の
恩
寵
の
も
と
に
あ
る
宣
教
師
の
魂
は
、
神
に
依
り
神
に
よ
っ
て
成
長
」
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
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ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
神
が
勝
利
し
た
、
と
書
い
て
い
る（

（3
（

。
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
に
と
っ
て
、
植
民
地
と
は
キ

リ
ス
ト
教
宣
教
の
た
め
の
良
好
な
土
壌
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
よ
り
直
接
的
に
、
彼
は
琉
球
の
植
民
地
化

を
訴
え
た
こ
と
も
あ
る
。
照
屋
は
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
が
『
絵
入
り
ロ
ン
ド
ン
・
ニ
ュ
ー
ス
』（Illustrated London 

N
ew

s
）
に
「
琉
球
を
植
民
地
に
」
と
題
す
る
一
文
を
投
稿
し
た
こ
と
を
紹
介
し
、
そ
の
投
稿
文
に
お
い
て
「
琉
球
に

英
政
府
の
正
当
な
保
護
の
も
と
、
五
〇
家
族
の
英
人
を
入
植
さ
せ
る
こ
と
、
琉
球
は
地
理
上
、
日
本
本
土
と
豪
州
、
中

国
、
米
国
と
の
間
に
有
利
な
距
離
に
あ
り
、
交
通
・
通
信
の
要
路
に
あ
る
と
指
摘
し
て
い
た
。
琉
球
へ
入
植
す
れ
ば
早

晩
、
英
国
に
繁
栄
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。
そ
の
要
素
は
十
分
に
あ
る
」
と
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
が
主
張
し
て
い
た
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る（

（3
（

。

　

し
か
し
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
が
琉
球
を
イ
ギ
リ
ス
の
支
配
下
に
置
く
こ
と
、
端
的
に
言
え
ば
植
民
地
に
す
る
こ
と
を

主
張
し
た
か
ら
と
言
っ
て
、
彼
が
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
利
益
の
代
弁
者
だ
っ
た
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
彼
に
は
、

イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
後
ろ
盾
は
、
宣
教
に
役
立
っ
て
こ
そ
、
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
は
自
分
の
宣
教
が
う

ま
く
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
必
ず
し
も
イ
ギ
リ
ス
だ
け
が
琉
球
に
圧
力
を
か
け
る
必
要
は
な
い
と
も
考
え
て
い
た
。
そ
う

し
た
彼
の
意
識
が
端
的
に
表
れ
た
の
が
次
の
史
料
で
あ
る（

（3
（

。

（
訳�

）
… （
前
略
） 

…
私
は
そ
の
近
所
に
出
か
け
た
。
そ
し
て
、
打
ち
ひ
し
が
れ
、
年
取
っ
た
母
の
、
彼
女
の
息
子
の

死
を
悼
む
嘆
き
を
聞
い
た
。
彼
は
二
〇
歳
で
、
召
使
を
し
て
い
た
。
彼
の
主
人
は
病
気
の
彼
を
母
の
と
こ
ろ
に
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四
日
前
に
家
に
帰
ら
せ
て
い
た
。
彼
は
昨
晩
亡
く
な
り
、
す
ぐ
に
埋
葬
さ
れ
た
。
私
は
尋
ね
た
。「
何
故
あ
な
た

の
こ
の
こ
と
で
私
た
ち
に
連
絡
を
く
れ
な
か
っ
た
？　

こ
の
間
の
流
感
の
と
き
、
我
々
は
兄
弟
の
よ
う
に
あ
な

た
の
家
族
を
助
け
た
で
は
な
い
か
。」
そ
の
女
性
が
涙
な
が
ら
に
言
う
に
は
、「
ご
存
知
の
よ
う
に
、
だ
ん
な
様
、

我
々
は
あ
な
た
に
連
絡
を
取
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
家
の
扉
の
と
こ
ろ
の
護
衛
と
、
ま
さ
に
あ
な
た

の
召
使
が
私
た
ち
の
命
を
脅
か
す
の
で
す
。」
い
ま
だ
、
キ
リ
ス
ト
教
国
家
の
諸
政
府
が
、
援
助
の
手
を
琉
球
に

差
し
伸
べ
る
と
き
が
来
て
い
な
い
の
か
？　

こ
れ
よ
り
ひ
ど
い
奴
隷
制
が
、
世
界
に
存
在
す
る
こ
と
が
出
来
る
の

か
？
（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

　

こ
の
史
料
は
、
一
八
五
一
年
五
月
一
日
に
、
病
気
で
死
ん
だ
息
子
を
持
つ
母
が
、
監
視
の
役
人
の
せ
い
で
ベ
ッ
テ
ル

ハ
イ
ム
の
診
療
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
嘆
き
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
が
義
憤
を
表
明
し
て
い
る
場
面
の
記
事
だ
が
、

傍
線
部
に
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
琉
球
人
に
救
援
の
手
を
差
し
伸
べ
る
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト

教
の
国
々
な
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
弾
圧
す
る
琉
球
の
法
の
撤
回
を
迫
る
よ
う
訴
え
る
翌
日
の
記
事

に
も
、「
キ
リ
ス
ト
教
国
家
の
諸
政
府 

（Christian governm
ents

）」 

の
文
字
が
見
え
る
。
救
済
す
る
主
体
が
、
複
数

形
で
表
現
さ
れ
た
こ
と
が
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
認
識
を
端
的
に
表
明
し
て
い
る
。
彼
は
琉
球
が
キ
リ
ス
ト
教
圏
に
包

含
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ
の
で
あ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
版
図
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
は
そ
の
手
段
で
し
か
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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ま
た
、
琉
球
が
日
本
の
強
い
影
響
下
に
あ
る
こ
と
を
確
信
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
自
ら
の
宣
教
を
成
功
さ
せ
る
た
め

に
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
禁
令
を
打
破
す
る
こ
と
を
訴
え
る
よ
う
に
な
る
。
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
は
、
一
八
五
二
年
九
月
一

三
日
付
の
嘆
願
書
で
、
イ
ギ
リ
ス
議
会
に
日
本
開
国
に
向
け
た
圧
力
を
か
け
る
こ
と
を
訴
え
て
い
る（

（3
（

。
し
か
し
、
必

ず
し
も
イ
ギ
リ
ス
だ
け
が
日
本
へ
圧
力
を
か
け
る
主
体
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
こ
の
史
料
か

ら
は
う
か
が
え
る（

（3
（

。

（
訳�

）
私
の
慎
ま
し
や
か
な
意
見
で
は
、
宗
教
的
な
動
機
に
よ
る
か
ど
う
か
は
人
間
の
判
断
に
ほ
と
ん
ど
関
係
な
い
こ

と
だ
が
、
ト
ル
コ
に
対
し
て
福
音
へ
の
扉
を
開
か
せ
た
政
治
家
た
ち
は
、
現
に
存
在
す
る
す
べ
て
の
教
会
や
宣
教

団
体
よ
り
も
、
名
誉
へ
の
熱
情
を
見
せ
て
い
た
。
そ
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
に
関
係
す
る
実
際
上
の
優
位
を
獲
得
し

て
い
た
。
そ
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
が
一
致
団
結
し
て
立
ち
上
が
り
、
キ
リ
ス
ト
教
国
家
の
諸
政
府
に
働
き
か

け
、
日
本
に
神
と
救
世
主
の
顔
に
投
げ
つ
け
ら
れ
て
い
る
法
令
を
撤
回
さ
せ
な
い
な
ら
ば
、
彼
ら
の
キ
リ
ス
ト
教

へ
の
信
仰
は
、
実
に
、
非
常
に
冷
た
い
職
業
上
の
も
の
で
あ
る（

（3
（

。（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

　

こ
の
記
事
は
、
ト
ル
コ
に
対
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
を
認
め
さ
せ
た
事
例
を
挙
げ
、
日
本
に
対
し
て
も
当
時
と
同

様
の
熱
意
を
見
せ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
日
本
に
対
し
て
キ
リ
ス
ト
教
を
認
め
さ
せ
る
主
体

と
な
る
の
は
、
傍
線
部
に
あ
る
と
お
り
、「
キ
リ
ス
ト
教
世
界
（Christian w

orld

）」
で
あ
り
、
そ
の
意
思
を
体
現
す
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る
「
キ
リ
ス
ト
教
国
家
の
諸
政
府
（Christian governm

ents

）」
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
イ
ギ
リ
ス
に
限
定
さ
れ
て

い
な
い（

（3
（

。

　

こ
れ
ら
の
史
料
に
加
え
て
、
彼
が
琉
球
か
ら
出
国
し
た
の
ち
、
イ
ギ
リ
ス
本
土
の
地
を
踏
む
こ
と
は
一
度
と
し
て
な

か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
彼
は
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
臣
民
で
あ
る
と
の
自
己
認
識
は
希
薄
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
自
分

の
宣
教
を
助
け
る
キ
リ
ス
ト
教
国
家
な
ら
ど
こ
の
国
で
も
構
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
む
し
ろ
彼
に
と
っ
て
イ

ギ
リ
ス
帝
国
は
、
琉
球
宣
教
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
道
具
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
だ
と
す
る
と
、
帝
国
主

義
者
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
利
益
を
追
求
す
る
意
識
は
全
く
な
か
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
そ
れ
で
は
、
先
に
紹
介
し
た
よ
う
な
、
政
治
的
に
過
激
な
主
張
は
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
ど
の
よ
う
な
論

理
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

第
三
章
：
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
宗
教
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

　

本
章
で
は
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
あ
り
方
を
分
析
し
、
彼
の
思
想
が
言
説
と
し
て
ど
の
よ
う
に

表
出
す
る
に
至
っ
た
か
を
論
じ
る
。
彼
の
信
仰
は
二
つ
の
核
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
が
キ
リ
ス
ト
教

信
仰
に
目
覚
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
福
音
主
義
と
、
彼
自
身
が
か
つ
て
抱
い
て
い
た
ユ
ダ
ヤ
教
信
仰
で
あ
る
。
彼
の

宗
教
者
と
し
て
の
特
徴
は
、
福
音
主
義
思
想
と
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
旧
約
聖
書
を
重
視
す
る
態
度
が
混
交
す
る
と
こ
ろ
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に
あ
る
と
い
え
る
。

　

第
一
節
で
は
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
福
音
主
義
者
と
し
て
の
側
面
を
論
じ
る
。
こ
こ
で
は
特
に
彼
の
千
年
王
国
思
想

に
つ
い
て
言
及
し
、
彼
の
琉
球
宣
教
の
思
想
的
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
神
の
王
国
」
が
地
上
で
実
現

す
る
と
す
る
思
想
に
基
づ
い
て
、
彼
は
琉
球
で
の
宣
教
の
実
現
を
「
神
の
王
国
」
建
設
へ
の
一
歩
と
み
な
し
た
の
で
あ

る
。
第
二
節
で
は
、
彼
の
ユ
ダ
ヤ
教
か
ら
の
改
宗
者
と
し
て
の
側
面
を
論
じ
る
。
彼
は
琉
球
人
が
ユ
ダ
ヤ
民
族
だ
と
考

え
、
琉
球
を
任
地
に
選
ん
だ
。
加
え
て
、
困
難
に
直
面
し
た
時
、
彼
は
本
国
の
宣
教
本
部
に
対
し
て
旧
約
聖
書
の
記
述

を
根
拠
に
様
々
に
訴
え
か
け
た
。
重
要
な
の
は
、
旧
約
聖
書
と
新
約
聖
書
の
関
係
に
つ
い
て
、
彼
は
宣
教
本
部
の
人
々

の
解
釈
と
は
異
な
っ
た
特
殊
な
見
解
を
持
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
こ
と
と
、
ユ

ダ
ヤ
人
と
し
て
旧
約
聖
書
を
読
み
こ
な
す
こ
と
は
矛
盾
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
第
三
節
で
は
、
第
一
節
、
第
二
節
で

論
じ
た
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
信
仰
の
あ
り
方
が
政
治
的
主
張
と
し
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
結
実
し
た
か
を
分
析
す
る
。

つ
ま
り
、
琉
球
王
府
の
宣
教
活
動
へ
の
妨
害
や
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
へ
の
弾
圧
、
現
地
で
支
配
的
な
仏
教
や
儒
教
、
抑
圧

的
な
琉
球
社
会
の
状
況
を
宣
教
上
の
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
政
治
的
解
決
を
主
張
し
た
こ
と

を
論
じ
る
。

第
一
節
：「
穏
健
な
福
音
主
義
者
」
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム

　
「
穏
健
な
福
音
主
義
」
と
は
、
一
九
世
紀
前
半
の
イ
ギ
リ
ス
で
支
配
的
だ
っ
た
神
学
思
想
で
あ
り
、
世
界
全
体
で
の
漸
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進
的
な
道
徳
の
向
上
の
果
て
に
神
が
降
臨
す
る
と
い
う
立
場
を
と
る
。
こ
の
思
想
的
立
場
に
依
拠
す
る
宣
教
手
法
と
し

て
は
、
学
校
教
育
や
病
院
の
建
設
、
貿
易
圏
の
拡
大
な
ど
に
よ
っ
て
異
教
徒
た
ち
の
文
明
化
し
た
後
に
彼
ら
を
キ
リ
ス

ト
教
に
改
宗
さ
せ
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た（

（3
（

。
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
が
福
音
主
義
者
で
あ
る
と
指
摘

し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
特
徴
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
、
彼
が
琉
球
を
自
由
貿
易
の
枠
組
み
に
取
り
込
も
う

と
積
極
的
に
関
与
し
た
点
だ
け
で
あ
る（

（4
（

。

　

ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
が
「
穏
健
な
福
音
主
義
者
」
だ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
そ
れ
以
外
の
特
徴
と
し
て
、
彼
が
琉
球
で

試
み
た
宣
教
方
針
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
は
病
院
を
開
院
し
た
し
、
琉
球
王
府
に
対
し
、
英
語
や
天
文
学
、

地
理
学
の
教
授
を
申
し
出
て
い
る（

（4
（

。

　

加
え
て
、
彼
は
イ
ギ
リ
ス
の
他
の
宣
教
団
体
の
動
向
に
も
関
心
を
示
し
て
い
た
。
彼
は
英
国
国
教
会
宣
教
会（Church 

M
issionary Society

）
の
雑
誌
を
中
国
の
友
人
た
ち
か
ら
送
っ
て
も
ら
っ
て
お
り
、
日
記
の
な
か
で
も
言
及
し
て
い

る（
（4
（

。
英
国
国
教
会
宣
教
会
は
、
一
九
世
紀
前
半
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
「
穏
健
な
福
音
主
義
」
の
立
場
を
と
る
宣
教

師
た
ち
を
多
数
擁
す
る
宣
教
団
体
だ
っ
た（

（4
（

。

　

何
よ
り
重
要
な
の
は
、
彼
が
「
千
年
王
国
思
想
」
を
奉
じ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、「
穏
健
な
福
音
主
義
」
の
思

想
的
背
景
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
後
千
年
王
国
思
想
で
あ
り
、
彼
は
後
千
年
王
国
主
義
者
の
特
徴
を
備
え
て
い
た
。

　

来
琉
す
る
直
前
の
中
国
大
陸
で
の
記
事
が
興
味
深
い
。
彼
は
一
八
四
六
年
三
月
一
三
日
の
日
記
に
、「
主
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
の
来
臨
の
と
き
、
す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
人
間
の
務
め
が
、
疑
い
も
な
く
、
等
し
く
行
わ
れ
る
時
を
早
め
る
こ
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と
が
彼
（M

r. Fessenden

：
カ
ル
カ
ッ
タ
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
宣
教
師
）
の
喜
び
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。」

と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
彼
は
、「
キ
リ
ス
ト
の
来
臨
の
と
き
」
が
「
す
べ
て
の
人
間
の
（
神
に
対
す
る
）
務
め
が
行
な
わ
れ
る
と
き
」

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
時
を
早
め
る
た
め
に
「
彼
」
は
カ
ル
カ
ッ
タ
に
布
教
に
行
く
の
だ
か
ら
、
彼
は

人
の
営
為
が
神
の
来
臨
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
楽
観
的
な
立
場
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、

「
神
の
来
臨
」
の
前
に
神
の
王
国
を
人
が
建
設
で
き
る
と
楽
観
的
に
考
え
る
後
千
年
王
国
思
想
に
合
致
し
た
意
見
だ
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る（

（4
（

。

　

さ
ら
に
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
日
本
へ
の
関
心
が
、
琉
球
の
背
後
か
ら
自
ら
の
宣
教
を
妨
害
す
る
も
の
へ
の
対
抗
心

か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
彼
の
宗
教
的
信
条
に
根
ざ
す
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
、
次
の
史
料
か
ら
分
か
る
。

（
訳�

）
… （
前
略
） 

…
私
は
、
彼
ら
に
、
日
本
が
福
音
の
も
と
に
導
か
れ
る
最
後
の
国
で
あ
る
か
ら
、
世
界
全
体
で
の

全
て
の
も
の
の
復
活
を
早
め
る
こ
と
は
私
の
聴
衆
に
非
常
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
と
語
っ
た
。
そ
し
て
、
主
の
偉

大
な
る
来
臨
を
待
ち
望
む
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
、
こ
の
こ
と
こ
そ
が
日
本
へ
の
宣
教
事
業
を
極
め

て
重
要
な
も
の
に
し
て
い
る
に
違
い
な
い
と
語
っ
た（

（4
（

。

　

こ
の
記
事
は
、
琉
球
で
の
辻
説
法
に
お
い
て
、
聴
衆
に
語
り
か
け
る
場
面
を
描
写
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
琉
球
人
の
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改
宗
者
た
ち
に
、
世
界
の
救
済
へ
の
貢
献
を
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
は
日
本
が
福
音

を
も
た
ら
さ
れ
る
べ
き
最
後
の
地
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
日
本
の
宣
教
に
よ
っ
て
神
に
よ
る
世
界
の
救
済
が
早
ま

る
、
つ
ま
り
人
為
に
よ
っ
て
神
の
来
臨
を
導
け
る
と
考
え
て
い
る
点
で
、
先
に
触
れ
た
事
例
と
同
様
で
あ
る
。
レ
ナ
ー

ド
号
艦
長
と
琉
球
王
府
の
会
談
の
成
功
を
告
げ
ら
れ
た
と
き
も
、
彼
は
、「
や
が
て
日
本
と
対
面
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
こ
の
世
界
最
後
の
王
国
が
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
下
に
入
り
、
そ
の
時
こ
そ
主
イ
エ
ス
が
来
臨
し
給
う
。」
と
記

し
て
い
る（

（4
（

。

　

こ
こ
ま
で
私
は
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
が
後
千
年
王
国
思
想
の
立
場
を
と
る
と
主
張
し
て
き
た
が
、
彼
は
前
千
年
王
国
思

想
の
信
奉
者
の
特
徴
も
備
え
て
い
た
こ
と
も
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
千
年
王
国
思
想
と
は
、
神
の
王
国
で
あ

る
千
年
王
国
が
キ
リ
ス
ト
の
来
臨
に
よ
っ
て
実
現
す
る
と
い
う
思
想
で
あ
る
。

　

前
千
年
王
国
主
義
者
た
ち
は
、
千
年
王
国
の
建
設
は
神
意
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
神
意
は
戦
争
や

災
害
な
ど
の
形
で
現
れ
る
と
考
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
で
描
か
れ
て
い
た
光
景
を
念
頭
に
お

い
て
い
た（

（4
（

。
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
も
、
新
約
聖
書
の
な
か
で
も
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
を
重
要
視
す
る
主
張
を
し
て
い
る（

（4
（

。

ま
た
、
琉
球
海
軍
伝
道
会
の
出
資
者
に
日
本
宣
教
の
意
義
を
訴
え
る
手
紙
の
中
で
、
彼
は
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
の
光
景
を
描

写
し
た
。
日
本
が
神
の
王
国
及
び
キ
リ
ス
ト
と
の
接
触
を
拒
ん
で
い
る
の
は
、「
暗
黒
の
王
子
（Prince of D

arkness

）」

が
力
を
取
り
戻
す
前
兆
で
あ
る
と
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
は
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
彼
は
、
聖
書
に
書
か
れ
て
い
る
通
り
に
、

「
暗
黒
の
王
子
（Prince of D

arkness

）」
が
主
の
来
臨
に
必
要
不
可
欠
な
神
の
王
国
の
建
設
を
邪
魔
し
よ
う
と
す
る
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だ
ろ
う
と
論
じ
た
。
こ
こ
で
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
が
念
頭
に
お
い
て
い
る
箇
所
は
、
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
の
第
二
〇
章
で
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る（

（4
（

。

　

た
だ
、
後
千
年
王
国
思
想
の
持
ち
主
が
「
穏
健
な
福
音
主
義
者
」
で
あ
る
と
い
う
の
は
あ
く
ま
で
傾
向
の
問
題
で
、

前
千
年
王
国
思
想
の
持
ち
主
が
「
穏
健
な
福
音
主
義
者
」
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
た（

（5
（

。
彼
が
い
ず
れ
の
傾
向
の
持
ち
主

だ
っ
た
に
し
ろ
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
彼
が
琉
球
や
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
の
成
功
が
、
神
の
王
国
の
建

設
に
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
彼
が
千
年
王
国
主
義
者
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
現
実
世
界
に
お
い
て
「
自
ら
の
正
当
性
＝
神
の
意
志
」

が
証
明
さ
れ
る
と
信
じ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る（

（5
（

。
そ
れ
ゆ
え
に
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
は
、
困
難
に
直
面
し
た

時
、
妥
協
を
図
る
の
で
は
な
く
、
極
端
な
政
治
的
主
張
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。

第
二
節
：「
改
宗
者
」
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム

　

冒
頭
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
彼
は
も
と
も
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
出
身
の
ユ
ダ
ヤ
人
だ
っ
た
。
彼
が
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
と

出
会
っ
た
の
は
、
中
東
地
域
で
軍
医
と
し
て
従
軍
中
の
こ
と
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。
英
国
国
教
会
宣
教
会
所
属
の
宣
教
師

ジ
ョ
ン
・
A
・
ゼ
ッ
タ
ー
（Jetter, John, A

. 

生
没
年
不
明
）
に
出
会
い
、
彼
ら
の
指
導
を
受
け
て
改
宗
し
た（

（5
（

。
当
時

の
英
国
国
教
会
宣
教
会
は
中
近
東
で
の
ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
宣
教
運
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
、
ベ
ッ

テ
ル
ハ
イ
ム
は
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
宣
教
運
動
の
成
果
の
一
人
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
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彼
は
、
改
宗
直
後
は
中
近
東
地
区
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
宣
教
を
志
し
て
お
り
、
ロ
ン
ド
ン
ユ
ダ
ヤ
人
宣
教
会
へ

宣
教
師
と
し
て
応
募
し
て
い
る（

（5
（

。
こ
の
試
み
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
琉
球
海
軍
伝
道
会
の
募
集
に
応
募
し
た
の
だ
が
、

ユ
ダ
ヤ
人
相
手
の
宣
教
師
に
な
る
と
い
う
目
的
を
捨
て
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
彼
の
妻
の
回
顧
に
よ
れ
ば
、

ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
が
琉
球
宣
教
を
志
し
た
の
は
、
も
と
も
と
彼
が
東
方
へ
移
民
し
、
失
わ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
十
部
族
の
行
方

に
強
い
関
心
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。

　

実
際
に
、
彼
は
琉
球
人
を
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
末
裔
だ
と
見
な
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
一
八
五
〇
年
十
一
月
四
日
の
記
事

に
、
琉
球
の
政
体
や
農
業
的
習
慣
と
「
ヤ
コ
ブ
の
祝
福
」
を
考
え
合
わ
せ
て
、
彼
ら
ほ
ど
ユ
ダ
ヤ
十
部
族
の
性
質
を
残

し
て
い
る
民
族
は
い
な
い
、
と
論
じ
て
い
る（

（5
（

。

　

同
様
の
言
及
は
、
一
八
四
七
年
三
月
八
日
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。
ま
た
、
一
八
四
六
年
九
月
二
七
日
に
は
、
琉

球
の
知
識
人
と
の
対
話
の
中
で
、
タ
ル
ム
ー
ド
を
髣
髴
と
さ
せ
る
発
言
が
あ
っ
た
こ
と
を
書
き
留
め（

（5
（

、
琉
球
人
も
ユ

ダ
ヤ
人
と
同
じ
よ
う
に
、
贖
い
の
概
念
を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
記
述
し
て
い
る（

（5
（

。

　

彼
が
「
琉
球
人
＝
ユ
ダ
ヤ
人
説
」
を
論
じ
た
記
事
を
次
に
引
用
す
る
。

（
訳�

）
… （
前
略
） 

…
琉
球
人
が
何
ら
か
の
か
た
ち
で
イ
ス
ラ
エ
ル
の
一
族
と
結
び
つ
き
、
縁
付
い
て
い
る
可
能
性
を

支
持
す
る
私
の
論
拠
は
、
急
速
に
増
大
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
…
消
滅
し
た
民
族
の
起
源
を
た
ど
る
の
は
、
風

習
、
慣
習
及
び
言
語
か
ら
た
ど
る
の
に
し
く
は
な
い
。
…
琉
球
人
の
風
習
や
し
き
た
り
は
、
そ
れ
ゆ
え
、
中
国
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や
日
本
の
う
わ
べ
の
儀
礼
に
よ
っ
て
訓
練
さ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
が
ユ
ダ
ヤ
的
な
特
徴
の
一
つ
、

ま
た
は
い
く
つ
か
を
た
だ
保
持
し
て
き
た
か
ど
う
か
、
こ
の
特
異
な
民
族
の
起
源
に
関
し
て
我
々
の
考
え
を
ひ
き

つ
け
、
思
考
さ
せ
る
に
十
分
な
も
の
だ
ろ
う
。
琉
球
人
の
間
で
は
、
婚
約
に
関
す
る
慣
習
が
社
会
的
な
拘
束
力
を

持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
女
性
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
婚
約
の
時
点
か
ら
花
婿
の
妻
と
見
な
さ

れ
る
よ
う
に
な
る（

（5
（

。

　
「
琉
球
人
が
何
ら
か
の
か
た
ち
で
イ
ス
ラ
エ
ル
の
一
族
と
結
び
つ
き
、
縁
付
い
て
い
る
可
能
性
を
支
持
す
る
私
の
論
拠

は
、
急
速
に
増
大
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。」
こ
の
書
き
出
し
か
ら
、
彼
が
「
琉
球
人
＝
ユ
ダ
ヤ
人
説
」
を
明
確
に
論
じ

よ
う
と
い
う
意
思
が
見
て
取
れ
る
。
彼
が
観
察
す
る
琉
球
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
の
風
習
の
類
似
性
は
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
だ
っ
た

時
代
か
ら
の
遺
産
と
し
て
彼
は
理
解
し
て
い
た
。
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
と
同
時
期
に
琉
球
に
い
た
フ
ラ
ン
ス
人
神
父
の
記

録
に
も
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
の
十
部
族
に
つ
い
て
調
べ
て
く
れ
な
い
か
と
頼
ま
れ
た
と
い
う
記
録
が

残
っ
て
い
る（

（6
（

。

　

こ
う
し
た
考
え
は
、
彼
と
琉
球
王
府
の
関
係
が
悪
化
し
た
時
期
に
お
い
て
も
維
持
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
八
五
二

年
三
月
二
七
日
に
は
、
ユ
ナ
ミ
と
い
う
名
の
琉
球
人
に
つ
い
て
言
及
し
、
彼
の
名
が
い
か
に
も
ユ
ダ
ヤ
人
的
で
あ
る
と

コ
メ
ン
ト
し
て
い
る（

（6
（

。
同
年
十
二
月
一
七
日
に
は
、
琉
球
人
の
女
性
が
教
養
の
あ
る
人
を
敬
う
こ
と
に
触
れ
、
信
心

深
い
ユ
ダ
ヤ
人
の
女
性
が
タ
ル
ム
ー
ド
の
学
者
を
援
助
す
る
こ
と
を
立
派
な
行
為
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
と
同
様
で
あ
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る
と
記
事
に
し
て
い
る（

（6
（

。
一
八
五
三
年
二
月
二
日
に
は
、
琉
球
で
の
新
年
を
迎
え
る
支
度
の
慌
し
さ
に
触
れ
、
ユ
ダ

ヤ
人
の
「
過
ぎ
越
し
の
祭
り
（
出
エ
ジ
プ
ト
を
記
念
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
祭
り
）」
の
よ
う
だ
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る（

（6
（

。

こ
れ
ら
の
記
述
も
、
先
に
引
用
し
た
記
事
か
ら
鑑
み
て
、
読
者
に
説
明
す
る
た
め
に
ユ
ダ
ヤ
人
の
風
習
に
た
と
え
る
た

め
と
い
う
よ
り
は
、
琉
球
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
の
類
似
性
を
紹
介
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
彼
の
「
琉
球
人
＝
ユ
ダ
ヤ
人
」
観
は
、
琉
球
人
へ
の
親
近
感
を
物
語
る
だ
け
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
が
「
殉
教
者
」
と
呼
ん
だ
サ
チ
ハ
マ
（
崎
浜
）
と
い
う
琉
球
人
の
死
に
関
し
て
、
彼
は
サ
チ
ハ
マ
に
対

す
る
彼
の
父
の
強
権
が
、「
ほ
と
ん
ど
ま
っ
た
く
ユ
ダ
ヤ
人
だ
」
と
述
べ
、「
も
し
も
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
に
文
明
化
の
進
歩

が
ほ
と
ん
ど
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
同
様
の
こ
と
が
最
近
の
エ
ル
サ
レ
ム
、
ブ
ロ
デ
ィ
、
そ
の
ほ
か
昔
な
が

ら
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
強
力
な
組
織
が
残
っ
て
い
る
地
域
で
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。」
と
論
じ
て
い
る（

（6
（

。

　

日
記
は
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
ら
に
読
ま
れ
る
こ
と
が
前
提
だ
っ
た
た
め
、
自
分
の
ユ
ダ
ヤ
教
か
ら
の
改
宗
者
で
あ
る
と
い

う
経
歴
が
琉
球
で
の
宣
教
に
有
効
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
持
た
せ
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
こ
と

も
出
来
る
。
し
か
し
、
次
に
あ
げ
る
一
八
五
二
年
十
二
月
二
三
日
の
記
事
を
見
て
み
る
と
、
彼
の
「
琉
球
人
＝
ユ
ダ
ヤ

人
」
観
が
、
単
な
る
雇
用
主
向
け
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

（
訳�

）
私
は
、
琉
球
の
人
々
の
心
に
、
旧
約
聖
書
か
ら
続
く
歴
史
的
証
拠
や
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
の
喜
び
を
伝
え
る

こ
と
に
関
す
る
力
不
足
を
嘆
く
こ
と
を
や
め
た
。
私
の
一
時
的
な
説
教
に
お
い
て
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
、
ダ
ビ
デ
な
ど
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に
ま
つ
わ
る
歴
史
も
し
く
は
事
跡
へ
の
言
及
す
ら
す
る
時
間
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
…
通
詞
や
護
衛
が
我
々
の

周
り
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
私
は
旧
約
聖
書
に
言
及
で
き
た
し
、
実
際
に
し
た
り
も
し
た
。
そ
の

た
め
、
こ
の
民
族
に
は
そ
う
い
っ
た
知
識
を
十
分
に
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
一
体
い
か
に
し
て
私

は
キ
リ
ス
ト
の
代
わ
り
に
モ
ー
ゼ
に
つ
い
て
説
教
し
、
福
音
を
伝
え
る
聖
職
者
と
し
て
の
説
教
の
代
わ
り
に
歴
史

を
語
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か（

（6
（

。

　

こ
の
史
料
で
は
、
彼
は
琉
球
人
に
対
し
て
旧
約
聖
書
の
内
容
を
元
に
し
た
説
教
を
こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
て
き
た
こ
と

を
述
べ
て
い
る
。
前
述
し
た
と
お
り
に
、
琉
球
人
は
旧
約
聖
書
こ
そ
失
っ
て
い
る
も
の
の
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
風
習
は
受
け

継
い
で
い
る
と
考
え
て
い
た
。
つ
ま
り
、
彼
は
琉
球
人
に
歩
み
寄
る
た
め
に
、
琉
球
人
に
「
理
解
し
や
す
い
」
旧
約
聖

書
を
題
材
に
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
に
な
じ
ま
せ
よ
う
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。
琉
球
滞
在
の
終
盤
に
差
し
掛
か
っ

て
こ
の
よ
う
な
表
明
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
翻
せ
ば
琉
球
滞
在
中
の
ほ
と
ん
ど
の
期
間
で
彼
は
旧
約
聖
書
を
使
用
し

た
布
教
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
が
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
は
こ
の
記
事
の
直
後
に
、
そ
う
し
た
宣
教
姿
勢
を
反
省

し
て
い
る
。
彼
は
旧
約
聖
書
の
内
容
に
言
及
す
る
時
間
が
あ
れ
ば
、
そ
の
分
新
約
聖
書
そ
の
も
の
を
琉
球
の
人
々
に
説

く
べ
き
だ
っ
た
と
し
、
事
実
そ
う
す
る
こ
と
で
琉
球
の
人
々
の
共
感
が
得
ら
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ

れ
か
ら
は
新
約
聖
書
の
言
葉
だ
け
を
伝
え
る
べ
き
だ
、
と
決
心
し
て
い
る
。

　

も
し
彼
が
、「
琉
球
人
＝
ユ
ダ
ヤ
人
説
」
を
、
自
分
の
宣
教
師
と
し
て
の
立
場
を
有
利
に
す
る
た
め
だ
と
割
り
切
っ
て
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主
張
し
て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
旧
約
聖
書
を
通
じ
て
ユ
ダ
ヤ
人
と
琉
球
人
の
類
似
性
に
訴
え
か
け
る
宣
教
方
法
を
見

直
す
こ
と
を
記
事
に
し
て
、
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を
危
険
に
さ
ら
す
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
だ
ろ
う
。
特
に
こ
の
日
記
は
、

自
身
の
雇
用
主
で
あ
る
琉
球
海
軍
伝
道
会
の
役
員
が
最
初
に
目
を
通
す
の
だ
か
ら
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ベ
ッ

テ
ル
ハ
イ
ム
の
「
琉
球
人
＝
ユ
ダ
ヤ
人
」
言
説
を
、
単
な
る
宣
教
会
役
員
向
け
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
み
な
す
こ
と
は

出
来
な
い
。

　

彼
の
宗
教
者
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
、
一
般
的
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
も
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
自
覚
は
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
一
八
五
一
年
十
二
月
七
日
に
は
、
苦
し
み
に
不
平
を
言
う
よ
り
は
、
耐
え
忍
び
、
許
し
な
さ
い
と
福

音
書
が
教
え
て
い
る
こ
と
は
認
め
な
が
ら
も
、「
そ
れ
で
は
ダ
ビ
デ
と
と
も
に
祈
る
こ
と
が
出
来
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
い

な
い
で
は
な
い
か
。」
と
反
論
し
て
い
る
。
彼
は
、
日
本
に
神
罰
を
与
え
る
た
め
に
、
神
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
軍
勢
を
日

本
に
派
遣
し
ま
す
よ
う
に
と
祈
る
こ
と
が
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
務
め
と
し
て
間
違
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
と
主
張
し

た
。
そ
の
一
方
で
自
分
の
中
に
福
音
書
由
来
の
教
え
と
、
旧
約
聖
書
の
教
え
が
共
存
し
て
い
る
と
分
析
し
て
い
る（

（6
（

。

よ
り
直
接
的
に
彼
が
自
身
の
信
仰
の
独
自
性
に
つ
い
て
表
明
し
た
の
は
、
一
八
五
一
年
十
一
月
二
三
日
だ
っ
た
。

（
訳�

）
私
が
他
人
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
の
倫
理
性
の
本
質
的
な
点
で
異
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
と

き
、
し
ば
し
ば
私
は
不
安
に
な
る
。
し
か
し
、
実
際
の
と
こ
ろ
私
の
慰
め
は
、
私
が
彼
ら
の
見
解
を
受
け
入
れ
た

と
こ
ろ
で
私
が
変
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
無
い
し
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
そ
う
い
っ
た
す
べ
て
の
意
見
は
私
に
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と
っ
て
宗
教
上
の
信
条
と
比
べ
て
取
る
に
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
、
私
は
、
よ
り
よ
い
確
信
が
生
じ
た
際
に
は
そ
れ
ら
全
て
を
捨
て
去
る
準
備
を
、
そ
う
、
い
わ
ば
待
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
私
の
精
神
は
神
の
も
と
に
あ
る
。
私
は
神
に
、
私
の
す
べ
て
の
点
に
お
い
て
忠
誠
を
誓
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
神
が
私
に
与
え
た
も
う
た
真
理
の
理
解
の
あ
り
方
以
外
の
や
り
方
で
考
え
た
り
、
話
し
た
り
す
る
こ
と

が
私
に
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
…
（
私
と
他
者
が
違
う
こ
と
は
）
私
に
考
え
さ
せ
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
私

は
私
の
奇
妙
さ
ゆ
え
に
責
め
ら
れ
て
い
る
と
は
感
じ
な
い
。
ラ
ビ
の
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
育
て
ら
れ
、
私
は
思
索

の
習
慣
を
身
に
つ
け
た
が
、
こ
れ
は
実
に
野
生
的
で
、
タ
ル
ム
ー
ド
的
な
遠
心
力
を
持
ち
、
そ
し
て
い
ま
だ
に
、

創
意
に
富
む
も
の
で
あ
り
、
全
く
役
に
立
た
な
い
も
の
で
は
な
か
っ
た（

（6
（

。

　

こ
の
記
事
に
お
い
て
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
は
自
ら
の
倫
理
観
と
一
般
的
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
倫
理
観
が
異
な
っ
て
い

る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
自
分
は
神
の
教
え
に
従
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
倫
理
観
を
変
え
る
必
要
が
な
い
、

と
論
じ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
彼
が
ユ
ダ
ヤ
教
徒
と
し
て
受
け
た
教
育
を
誇
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

彼
は
自
ら
の
「
ユ
ダ
ヤ
教
か
ら
の
改
宗
者
」
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
、
む
し
ろ
美
質
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
彼
の
琉
球
に
お
け
る
宣
教
活
動
の
動
機
に
は
、
彼
の
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
深

く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
、
彼
は
信
仰
の
面
で
も
、
旧
約
聖
書
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
、
彼

の
日
記
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。
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ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
が
琉
球
人
へ
の
布
教
の
な
か
で
旧
約
聖
書
に
た
び
た
び
言
及
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
触
れ
た
。
こ

れ
に
つ
い
て
、
彼
は
新
約
聖
書
の
使
徒
た
ち
の
事
跡
に
倣
う
た
め
と
説
明
し
て
い
る
が（

（6
（

 

、
彼
が
信
仰
上
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
と
な
る
部
分
で
旧
約
聖
書
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
記
事
を
次
に
引
用
す
る
。

　
　（

訳�

）
新
約
聖
書
と
旧
約
聖
書
と
が
、
救
済
の
手
段
の
性
質
の
み
な
ら
ず
地
上
に
お
け
る
神
の
統
治
の
精
神
及
び
道
徳

性
の
点
で
異
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
人
々
は
、
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
が
単
に
福
音
書
の
最
後
の
部
分
で
あ
る
と
い
う

だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
自
体
の
中
に
「
神
の
啓
示
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と
、
神
が
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
与
え

た
啓
示
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
覚
え
て
お
く
と
い
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
（
が
与
え
る
印
象
）

は
、
重
要
な
観
点
に
お
い
て
、
福
音
書
の
全
体
的
な
印
象
と
、
ち
ょ
う
ど
福
音
書
（
の
印
象
）
が
旧
約
聖
書
（
の

印
象
）
と
異
な
っ
て
い
る
の
と
同
様
に
、
異
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

─
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
は
、
福
音

書
の
最
後
の
部
分
で
イ
エ
ス
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
、（
神
の
）
力
を
引
き
受
け
た
こ
と
を
詳
述
し
た
も
の
で
あ
る

と
見
な
す
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
福
音
書
が
犠
牲
と
し
て
昇
天
す
る
前
の
キ
リ
ス
ト
に
関
す

る
預
言
の
詳
述
で
あ
る
の
と
同
様
で
あ
る
。
… （
中
略
） 

…
ま
た
、
い
く
つ
か
の
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
に
関
す
る

重
要
な
論
題
は
、
そ
れ
ら
が
旧
約
聖
書
を
十
分
に
ほ
の
め
か
し
て
は
い
る
も
の
の
、
直
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
重
要
性

を
獲
得
で
き
ず
に
い
た
り
、
地
上
に
い
る
間
の
キ
リ
ス
ト
及
び
使
徒
た
ち
が
キ
リ
ス
ト
教
の
純
粋
な
精
神
が
発

展
さ
せ
た
の
と
は
ほ
と
ん
ど
反
対
の
方
向
に
向
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
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教
会
に
印
象
付
け
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
我
ら
の
主
ご
自
身
が
ユ
ダ
ヤ
教
の
儀
式

を
遵
守
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
れ
は
彼
の
使
徒
も
同
様
で
あ
る
。
…
（
中
略
）
…
神
の
智
慧
や
寛

大
さ
は
、
新
た
な
信
仰
の
純
粋
さ
が
、
そ
の
神
聖
な
本
質
に
本
来
備
わ
っ
て
い
た
特
徴
を
次
第
に
回
復
し
て
い
く

ま
で
し
ば
ら
く
の
あ
い
だ
大
目
に
見
て
い
た
の
で
あ
る（

（6
（

。（
括
弧
内
は
筆
者
に
よ
る
）

　

以
上
の
記
事
か
ら
分
か
る
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
主
張
を
分
析
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
彼
は
、
新
約
聖
書
と
旧
約
聖
書
の

違
い
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
彼
は
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
に
注
目
し
、
福
音
書
が
「
神
の
啓
示
に
つ
い
て
書
か
れ
た
部
分
」

と
「
地
上
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
に
つ
い
て
書
か
れ
た
部
分
」
に
分
け
ら
れ
る
と
論
じ
、
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
が
新
約
聖
書

の
福
音
書
と
異
な
っ
た
印
象
を
与
え
る
の
は
、
旧
約
聖
書
が
福
音
書
と
異
な
っ
た
印
象
を
与
え
る
の
と
同
じ
理
由
だ
と

結
論
付
け
る
。
す
な
わ
ち
、「
神
の
啓
示
に
つ
い
て
書
か
れ
た
部
分
：
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
、
旧
約
聖
書
」、「
地
上
に
お
け

る
キ
リ
ス
ト
に
つ
い
て
書
か
れ
た
部
分
：
福
音
書
」
と
分
類
し
た
の
で
あ
る
。

　

後
半
部
分
で
は
、「
地
上
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
に
つ
い
て
書
か
れ
た
部
分
」
の
解
釈
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
。
ベ
ッ

テ
ル
ハ
イ
ム
は
キ
リ
ス
ト
が
ユ
ダ
ヤ
教
の
法
を
守
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
が
広
ま
る
ま
で
は
キ

リ
ス
ト
も
あ
る
程
度
当
時
の
ユ
ダ
ヤ
教
の
習
慣
を
黙
認
し
て
い
た
の
だ
、
と
主
張
し
た
。
つ
ま
り
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム

は
こ
の
記
事
に
お
い
て
、「
神
の
啓
示
」
が
直
接
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
は
旧
約
聖
書
及
び
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
で
あ
る

と
論
じ
た
に
等
し
い
。
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第
一
節
の
内
容
を
踏
ま
え
る
と
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
に
と
っ
て
、
地
上
に
実
現
す
る
べ
き
「
神
の
国
」
と
は
、
旧
約

聖
書
や
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
で
示
さ
れ
る
「
神
の
啓
示
」
が
貫
徹
す
る
世
界
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
然
な
が
ら
、
彼

の
こ
の
意
識
は
、
彼
の
政
治
的
言
説
に
具
体
的
に
表
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
三
節
：
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
政
治
的
言
説

　

本
節
で
は
、
第
一
節
、
第
二
節
で
論
じ
た
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
信
仰
の
あ
り
方
が
、
彼
の
言
説
に
ど
の
よ
う
に
影
響

し
た
か
を
論
じ
る
。

　

中
国
大
陸
に
滞
在
し
て
い
た
時
点
で
は
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
は
平
和
な
宣
教
を
志
し
て
い
た
こ
と
に
は
既
に
言
及
し

た
。
し
か
し
、
彼
へ
の
琉
球
王
府
の
監
視
が
強
ま
る
と
、
一
八
四
七
年
五
月
二
三
に
は
「
剣
な
し
に
救
世
主
が
平
和
を

も
た
ら
す
こ
と
は
無
い
と
い
う
の
は
な
ん
と
真
実
だ
ろ
う
か
。」
と
慨
嘆
し
て
い
る（

（7
（

。
監
視
が
よ
り
厳
し
く
な
る
と
、

言
動
も
過
激
に
な
る
。
一
八
五
一
年
二
月
二
三
日
に
は
、
聖
書
で
描
か
れ
て
い
る
戦
争
は
神
の
意
思
に
か
な
う
も
の
で

あ
っ
た
は
ず
で
、
聖
職
者
の
た
め
に
軍
事
的
措
置
を
取
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
な
い
は
ず
だ
、
と
訴
え
て
い
る
。
さ

ら
に
は
、「
邪
悪
な
日
本
へ
軍
隊
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
る
よ
う
祈
っ
て
い
る
。」
と
記
述
し
て
い
る（

（7
（

。
よ

り
直
接
的
に
神
へ
の
信
仰
を
守
る
た
め
の
武
力
行
使
は
正
し
い
、
と
論
じ
た
の
は
、
一
八
五
一
年
十
一
月
一
五
日
の
こ

と
で
あ
っ
た（

（7
（

。

　

彼
の
主
張
が
明
確
に
現
れ
て
い
る
記
事
を
次
に
引
用
す
る
こ
と
に
す
る
。
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（
訳�

）
私
は
、
磔
刑
や
絞
首
台
に
よ
っ
て
殉
教
し
た
人
々
を
尊
敬
す
る
一
方
で
、
真
実
の
た
め
に
鞘
を
払
い
、
剣
を
そ

の
手
に
取
っ
て
地
に
伏
し
た
人
々
も
非
常
に
尊
敬
し
て
い
る
。
神
が
、
そ
の
信
者
の
死
に
よ
っ
て
栄
光
を
た
た
え

ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
こ
と
を
、
信
者
に
明
ら
か
に
す
る
と
き
と
い
う
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。
信
者
た
ち

が
神
の
た
め
に
復
讐
す
る
べ
く
剣
を
抜
く
こ
と
を
神
が
望
む
と
き
と
い
う
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。
私
は
、
神
の

記
録
か
ら
、
エ
フ
ド
、
ギ
デ
オ
ン
、
ダ
ビ
デ（

（7
（

ら
の
名
を
削
り
落
と
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
… 

（
中
略
） 

…
本
国

で
安
楽
に
肥
え
た
愚
か
者
が
平
和
を
説
く
の
だ
！
…
（
中
略
）
…
「
主
は
戦
士
な
り
、
主
は
そ
の
御
名
な
り
！
」

… （
後
略
） 

…（
（7
（

。

　

こ
の
記
事
で
復
讐
、
及
び
信
仰
を
守
る
た
め
の
戦
い
を
肯
定
し
て
い
る
の
は
、
サ
チ
ハ
マ
と
い
う
改
宗
者
の
青
年
が
、

拷
問
の
末
に
殺
害
さ
れ
た
（
と
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
が
信
じ
る
）
事
件
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

こ
の
記
事
は
琉
球
へ
の
軍
事
的
報
復
を
要
求
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
、
琉
球
へ
の
介
入
が
、
宗
教
戦
争
の
意

味
合
い
を
色
濃
く
含
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
同
時
に
、
彼
が
想
起
す
る
軍
事
介
入
が
、
彼
が
重
視
し
て
い

た
旧
約
聖
書
を
根
拠
に
し
て
い
た
こ
と
も
重
要
な
点
で
あ
る
。
ま
た
、
一
八
五
〇
年
十
二
月
二
九
日
に
、
ト
ル
コ
で
の

キ
リ
ス
ト
教
徒
の
虐
殺
も
日
本
で
の
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
改
宗
者
へ
の
弾
圧
に
比
べ
れ
ば
何
ほ
ど
の
も
の
で
も
無
い
、
と

主
張
し
て
い
る
こ
と
も
念
頭
に
置
く
べ
き
だ
ろ
う（

（7
（

。
こ
れ
以
外
に
も
、
自
分
と
接
触
し
た
せ
い
で
住
居
を
追
い
出
さ

れ
た
琉
球
人
に
再
会
し
た
と
き
も
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
は
神
に
復
讐
を
祈
っ
て
い
る（

（7
（

。
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こ
の
よ
う
に
、
彼
は
宣
教
が
う
ま
く
い
か
な
い
状
況
を
、
武
力
に
よ
っ
て
打
開
す
る
こ
と
を
主
張
し
、
そ
れ
こ
そ
が

神
の
意
思
に
か
な
う
と
い
う
論
理
を
展
開
し
て
い
る
。「
本
国
で
安
楽
に
肥
え
た
愚
か
者
が
平
和
を
説
く
の
だ
！
」、
こ

の
一
節
が
本
国
の
琉
球
海
軍
伝
道
会
の
役
員
が
読
む
日
記
に
か
か
れ
た
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
。
こ
の
時
点
で
本
国
と

ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
宣
教
方
針
が
食
い
違
い
を
見
せ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
か
ら
だ
。
と
い
う
の
も
、
ク
リ
フ
ォ
ー
ド

は
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
が
見
せ
た
過
激
な
宣
教
方
法
や
主
張
に
対
し
て
、
自
制
を
求
め
て
い
た
。
彼
は
、
清
と
英
国
の
間

で
結
ば
れ
た
南
京
条
約
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
が
五
港
及
び
そ
こ
か
ら
一
日
で
往
来
で
き
る
範
囲
に
限
ら
れ
て
い
る

点
を
琉
球
王
府
が
指
摘
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
自
重
す
る
意
向
を
示
し
て
い
た（

（7
（

。

　

ま
た
、
一
八
五
二
年
五
月
二
日
の
説
教
で
は
、
武
力
に
よ
っ
て
強
制
的
に
異
教
徒
を
改
宗
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
な
い

と
認
め
つ
つ
も
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
へ
の
迫
害
へ
の
抵
抗
と
し
て
の
武
力
の
行
使
は
正
当
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る（

（7
（

。

　

琉
球
の
背
後
に
い
る
と
考
え
ら
れ
た
日
本
も
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
攻
撃
の
対
象
と
な
っ
た
。
一
八
五
一
年
七
月
二

日
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
が
日
本
に
最
終
的
に
は
外
国
人
を
受
け
入
れ
さ
せ
、「
古
都
エ
リ
コ
に
ユ
ダ

ヤ
の
民
が
迫
っ
た
と
き
の
よ
う
に
」、
神
の
恐
怖
が
日
本
に
落
ち
る
だ
ろ
う
と
論
じ
て
い
る（

（7
（

。

　

先
述
し
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
ス
ミ
ス
主
教
（Sm

ith, George: 1815-1871

）
は
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
が
「
異
国
伝
道
に
尽

く
し
た
パ
ウ
ロ
と
い
う
よ
り
は
、
モ
ー
セ
の
後
継
者
に
し
て
指
導
者
で
あ
る
ヨ
シ
ュ
ア
に
似
て
い
る
」
と
述
べ
、
婉
曲

的
に
彼
の
特
異
な
人
格
を
評
す
る
こ
と
で
弁
護
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
こ
う
し
た
信
仰
を
念
頭
に

置
い
た
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う（

（8
（

。
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こ
の
よ
う
に
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
は
旧
約
聖
書
の
記
述
を
根
拠
に
し
て
、
琉
球
や
日
本
へ
の
キ
リ
ス
ト
教
国
の
政
治

的
干
渉
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
目
的
は
一
貫
し
て
キ
リ
ス
ト
教
圏
の
拡
大
だ
っ
た
。
い
わ
ば
、
千
年
王
国
思
想

に
基
づ
い
て
、
世
界
の
キ
リ
ス
ト
教
化
を
実
現
す
る
た
め
に
、
キ
リ
ス
ト
教
国
に
よ
る
政
治
的
干
渉
は
正
当
化
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
は
琉
球
滞
在
中
に
起
き
た
様
々
な
出
来
事
を
捉
え
て
は
琉
球
へ
の
政
治
的
干
渉
を
繰
り
返
し

呼
び
か
け
た
。
例
え
ば
、
一
八
四
七
年
一
月
十
二
日
に
は
、
琉
球
王
府
宛
に
し
た
た
め
た
手
紙
の
中
で
、
仏
教
や
儒
教

は
人
工
的
な
制
度
で
あ
り
、
人
工
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
そ
れ
ら
の
宗
教
は
誤
っ
て
い
る
。
魂
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
い

人
間
が
創
っ
た
宗
教
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
魂
に
つ
い
て
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
神
の
み
が
魂
を
創
る
こ
と
が
で
き
、
そ

れ
に
つ
い
て
の
法
を
創
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
論
じ
て
い
る（

（8
（

。
ま
た
、
一
八
五
一
年
七
月
三
日
に
は
、「
儒
教
や
仏
教

に
よ
っ
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
腐
っ
て
悪
臭
の
漂
う
死
体
、
墓
石
、
或
い
は
木
と
い
っ
た
、
動
き
や
生
命
、
魂

魄
を
持
た
な
い
も
の
で
あ
る
。」
と
訴
え
、
儒
教
や
仏
教
が
偶
像
崇
拝
だ
と
攻
撃
し
て
い
る（

（8
（

。
よ
り
直
接
的
に
、
儒
教

は
宗
教
で
は
な
い
と
琉
球
人
に
対
し
説
教
し
た
の
は
、
一
八
五
〇
年
九
月
二
九
日
の
こ
と
だ
っ
た（

（8
（

。
ま
た
、
一
八
五

二
年
三
月
五
日
に
は
、
儒
教
が
人
間
を
動
物
の
よ
う
に
し
か
扱
わ
ず
、
人
間
に
食
べ
て
死
ぬ
以
上
の
人
間
性
を
認
め
て

い
な
い
と
非
難
し
て
い
る（

（8
（

。
こ
う
し
た
仏
教
や
儒
教
に
対
し
て
、
彼
はC

hinese R
epository 

に
寄
稿
し
た
記
事
に

お
い
て
、
神
は
今
な
お
嫉
妬
の
神
で
あ
り
、
偶
像
崇
拝
の
敵
で
あ
る
は
ず
だ
と
論
じ
て
い
る
。
続
け
て
彼
は
、
レ
ナ
ー

ド
号
来
琉
の
直
後
に
、
仏
教
僧
と
儒
教
の
政
府
が
降
参
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
我
々
が
お
ろ
か
な
寛
大
さ
を
見
せ
て
彼

ら
を
復
活
さ
せ
な
い
よ
う
に
訴
え
、 「
我
々
は
悪
魔 （Satan

） 

を
鎖
に
少
し
の
間
つ
な
い
だ
後
に
解
放
す
る
べ
き
だ
ろ
う
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か
？
」
と
問
い
か
け
て
い
る（

（8
（

。
こ
の
記
述
か
ら
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
力
で
仏
教
や
儒
教
を
抑
圧
す

る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
だ
ろ
う（

（8
（

。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
考
え
は
、
同
時
代
の
他
の
福
音
主
義

者
た
ち
の
他
宗
教
へ
の
眼
差
し
と
類
似
し
た
も
の
だ
っ
た
。
彼
ら
は
、
す
べ
て
の
人
類
の
宗
教
が
起
源
を
等
し
く
す
る

も
の
の
、
キ
リ
ス
ト
教
以
外
の
宗
教
は
偶
像
崇
拝
に
堕
落
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
。
偶
像
崇
拝
に

堕
し
た
信
仰
を
持
つ
人
々
は
、
倫
理
的
に
も
堕
落
し
て
い
る
と
さ
れ
た
。
自
然
、
一
九
世
紀
中
の
福
音
主
義
者
た
ち
の

他
宗
教
へ
の
眼
差
し
は
厳
し
い
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
宣
教
師
た
ち
は
、
異
教
の
地
で
、
サ
タ
ン
の
手
先

で
あ
る
異
教
徒
の
軍
勢
と
の
精
神
的
な
戦
い
を
演
じ
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
言
辞
に
は
軍
人
ら
し
い
比
喩
的
表
現
が
使

わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た（

（8
（

。
た
だ
し
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
先
ほ
ど
の
言
動
の
場
合
、
比
喩
で
儒
教
や
仏
教
へ
の
抑

圧
を
訴
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
彼
の
好
戦
的
な
言
動
か
ら
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

一
八
五
二
年
一
月
一
三
日
の
記
事
に
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
暴
君
の
圧
制
に
剣
を
手
に
と
っ
て
抵
抗
す
る
こ
と
で
自

由
を
勝
ち
取
り
、
現
在
に
い
た
る
の
だ
と
論
じ
、
自
分
も
異
教
の
暴
君
に
ど
の
よ
う
に
抵
抗
す
べ
き
だ
ろ
う
か
と
問
い

か
け
て
い
る（

（8
（

。
つ
ま
り
、
琉
球
へ
の
干
渉
は
琉
球
人
自
身
の
た
め
に
な
る
の
だ
と
論
じ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　

彼
の
日
記
で
繰
り
返
し
言
及
さ
れ
る
主
張
の
な
か
に
は
、
琉
球
に
お
け
る
普
通
の
人
々
の
窮
状
を
訴
え
、
彼
ら
を
救

う
た
め
に
琉
球
へ
の
政
治
的
干
渉
を
呼
び
か
け
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
一
八
五
二
年
一
月
七
日
の
記
事
に
は
、
西

洋
医
術
と
同
じ
く
ら
い
に
我
々
の
信
仰
を
琉
球
人
が
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、
自
己
中
心
的
な
こ
の
国
の
支
配

者
を
屈
服
さ
せ
る
こ
と
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
務
め
だ
と
訴
え
て
い
る（

（8
（

。
同
年
二
月
一
五
日
の
記
事
で
、
琉
球
に
は
ハ
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ン
セ
ン
病
患
者
が
非
常
に
多
い
こ
と
を
報
告
し
、
琉
球
が
信
仰
の
み
な
ら
ず
実
際
的
な
支
援
も
必
要
と
し
て
い
る
と
論

じ
、
自
己
中
心
的
な
王
府
を
屈
服
さ
せ
る
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。
ま
た
、
一
八
五
二
年
五
月
一
日
の
記
事
で
、
病
人
が

役
人
の
妨
害
を
恐
れ
て
通
院
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
を
報
告
し
、「
キ
リ
ス
ト
教
を
奉
じ
る
国
々

が
琉
球
に
援
助
の
手
を
差
し
伸
べ
る
と
き
が
、
一
体
ま
だ
来
て
い
な
い
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
訴
え
か
け
た（

（9
（

。

　

こ
れ
ら
の
記
事
は
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
医
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
出
た
意
見
で
あ
る
が
、
興
味
深
い
の
は
、
琉
球
が

奴
隷
制
を
布
い
て
い
る
国
だ
と
彼
が
主
張
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
は
先
に
論
じ
た
よ
う
に
、
琉
球

人
＝
ユ
ダ
ヤ
人
の
末
裔
だ
と
考
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
琉
球
人
が
日
々
の
仕
事
に
忙
し
く
、
自
分
の
説
教
を
聞
く
暇
が

無
い
状
況
を
、
エ
ジ
プ
ト
の
フ
ァ
ラ
オ
が
、
奴
隷
に
説
教
を
聞
か
せ
る
モ
ー
ゼ
の
邪
魔
を
す
る
様
子
と
重
ね
て
い
る（

（9
（

。

琉
球
王
府
の
「
奴
隷
制
」
に
苦
し
む
彼
ら
を
救
済
す
る
こ
と
は
キ
リ
ス
ト
教
国
の
使
命
で
は
な
い
か
、
と
主
張
し
た
わ

け
だ（

（9
（

。
彼
は
、「
余
り
に
も
奴
隷
と
し
て
抑
圧
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
抑
圧
者
に
対
し
て
反
抗
し
よ
う
と
す
ら
出
来
な

い
人
々
を
、
キ
リ
ス
ト
教
国
が
も
っ
と
も
単
純
で
も
っ
と
も
聖
な
る
倫
理
的
な
理
由
に
よ
っ
て
、
解
放
し
て
も
構
わ
な

い
の
み
な
ら
ず
、
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
場
合
」
で
は
な
い
か
と
訴
え
て
い
る（

（9
（

。

　

こ
の
窮
状
の
背
景
に
は
日
本
の
存
在
が
あ
る
、
と
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
は
考
え
て
い
た
。
次
に
彼
の
思
考
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
記
事
を
紹
介
す
る
。

（
訳�

）
私
は
内
科
医
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
一
人
の
人
間
と
し
て
、
一
人
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
、
神
の
観
念
が
、
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野
蛮
な
日
本
の
暴
政
と
無
知
に
よ
っ
て
拭
い
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
哀
れ
み
を
覚
え
る
こ
と
し
か
私
に
は
出

来
な
い
。
こ
う
し
た
政
権
を
転
覆
す
る
こ
と
、
も
し
く
は
彼
ら
に
与
え
ら
れ
る
健
全
な
助
言
に
従
う
よ
う
に
命
じ

る
こ
と
だ
け
が
こ
の
民
族
を
救
う
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
日
本
の
政
策
を
変
え
さ
せ
る
こ
と
以
上
に
簡
単
な
こ
と
も

無
い
。
…
肥
沃
な
大
地
の
す
べ
て
の
生
産
物
が
、
労
働
者
た
ち
に
生
き
な
が
ら
え
る
こ
と
を
許
す
だ
け
の
惨
め
に

な
る
ほ
ど
少
量
を
除
い
て
、
王
府
の
腹
に
収
ま
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
で
あ
る
。
…
い
つ
す
べ
て
の
キ
リ
ス

ト
教
徒
た
ち
が
そ
の
観
念
の
な
か
の
神
を
た
た
え
、
多
数
を
抑
圧
す
る
少
数
を
押
さ
え
込
む
べ
き
な
の
だ
ろ
う

か
？　

こ
こ
で
の
抑
圧
は
、
キ
リ
ス
ト
教
化
さ
れ
た
専
制
国
家
に
お
け
る
そ
れ
で
は
な
い
。
完
全
に
人
間
を
獣
の

よ
う
な
存
在
に
追
い
や
っ
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る（

（9
（

。

　　

こ
こ
で
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
は
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
禁
令
を
背
景
に
、
キ
リ
ス
ト
教
国
に
住
む
人
々
が
味
わ
っ
た
こ

と
の
無
い
よ
う
な
抑
圧
に
琉
球
の
人
々
が
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
キ
リ
ス
ト
教
国
に
よ
る
日
本
・
琉
球
へ

の
政
治
的
干
渉
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
一
八
五
一
年
十
二
月
二
日
に
も
、
彼
は
病
弱
な
母
子
を
見
て
哀
れ
に
感
じ
、
こ

う
し
た
抑
圧
の
元
凶
で
あ
る
日
本
へ
の
神
の
裁
き
を
「
キ
リ
ス
ト
教
国
家
の
諸
政
府
」
が
下
す
こ
と
を
訴
え
て
い
る（

（9
（

。

　

ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
が
い
わ
ゆ
る
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
奴
隷
解
放
運
動
を
念
頭
に
お
い
て
こ
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
た
こ

と
は
、
一
八
五
二
年
五
月
二
日
の
説
教
に
お
い
て
彼
が
「
黒
人
奴
隷
を
守
る
た
め
に
キ
リ
ス
ト
教
世
界
が
武
器
を
取
っ

た
」
と
発
言
し
て
い
る
こ
と
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来
る（

（9
（

。
第
一
章
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
奴
隷
貿
易
廃
止
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運
動
の
勝
利
は
福
音
主
義
者
に
と
っ
て
甘
美
な
記
憶
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
本
国
の
人
々
の
心
性
に
訴
え
か
け
る
ロ
ジ
ッ

ク
と
し
て
、「
琉
球
人
＝
奴
隷
」
の
論
理
が
採
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
こ
で
も
彼
の
福
音
主
義
者
と

し
て
の
側
面
が
顔
を
覗
か
せ
て
い
る
。

　

ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
は
人
道
主
義
に
基
づ
い
た
政
治
的
介
入
を
琉
球
、
日
本
に
対
し
て
行
う
様
に
求
め
た
わ
け
だ
が
、

彼
と
同
時
代
の
、
中
国
宣
教
に
関
す
る
世
論
を
喚
起
す
る
主
張
の
中
に
も
、
ア
ヘ
ン
貿
易
を
奴
隷
貿
易
に
な
ぞ
ら
え
て

人
道
主
義
的
な
介
入
を
訴
え
る
も
の
が
あ
っ
た（

（9
（

 

。
そ
の
意
味
で
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
戦
術
は
、
中
国
大
陸
の
宣
教

師
た
ち
が
と
っ
た
戦
術
と
同
質
の
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

第
一
節
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
彼
は
千
年
王
国
思
想
の
持
ち
主
で
、
琉
球
の
キ
リ
ス
ト
教
化
の
試
み
は
現
実
的
に
報

わ
れ
る
も
の
と
信
じ
て
い
た
。
そ
の
一
つ
が
琉
球
の
「
奴
隷
解
放
」
で
あ
る
。
当
時
、
福
音
主
義
運
動
の
顕
著
な
成
果

と
み
な
さ
れ
て
い
た
奴
隷
貿
易
廃
止
を
念
頭
に
お
い
た
言
説
を
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
は
展
開
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
彼
が

信
仰
上
最
も
重
要
視
し
た
の
が
、
旧
約
聖
書
や
黙
示
録
に
示
さ
れ
た
「
神
の
啓
示
」
だ
っ
た
。
琉
球
へ
の
軍
事
的
介
入

も
視
野
に
入
れ
た
政
治
的
干
渉
は
、
旧
約
聖
書
に
あ
る
異
教
徒
と
の
戦
争
の
記
述
か
ら
正
当
化
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
当

時
主
流
だ
っ
た
福
音
主
義
信
仰
と
、
彼
の
持
つ
ユ
ダ
ヤ
教
か
ら
の
改
宗
者
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
奇
妙
な
融
合

の
産
物
が
彼
の
政
治
的
言
説
と
し
て
表
出
し
た
の
だ
。
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結
論

　

こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
主
張
は
、
現
実
に
は
全
く
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
山

下
重
一
が
論
じ
る
よ
う
に
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
外
相
パ
ー
マ
ス
ト
ン
の
対
清
政
策
に
集
中
す
る
た
め
に
、
対
日
・
対
琉

球
政
策
に
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
要
素
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
し（

（9
（

、
彼
の
特
異
な
人
格
の
故
で
も
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
事
実
、
一
八
五
四
年
に
来
琉
し
た
ペ
リ
ー
艦
隊
の
士
官
の
一
人
J
・
W
・
ス
パ
ー
デ
ィ
ン
グ
（Sparding, J. 

W
.: 

生
没
年
不
明
）
は
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
気
質
が
、
宣
教
師
と
し
て
の
仕
事
を
成
功
さ
せ
る
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い

と
評
し
て
い
る（

（9
（

。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
彼
が
直
接
琉
球
に
遺
し
た
影
響
は
、
特
に
キ
リ
ス
ト
教
化
と
い
う
点
か
ら
見
た

場
合
、
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
彼
が
歴
史
的
な
特
異
点
と
し
て
等
閑
視
さ
れ
て
よ
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
彼
の
半
生

は
、
当
時
の
帝
国
で
生
じ
た
様
々
な
出
来
事
に
翻
弄
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。
す
な
わ
ち
、
彼

は
中
東
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
軍
事
行
動
に
軍
医
と
し
て
参
画
す
る
間
に
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
に
目
覚
め
た
。
こ

れ
は
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
福
音
主
義
者
が
中
東
の
ユ
ダ
ヤ
人
改
宗
を
大
き
な
目
標
と
し
て
据
え
、
大
々
的
な
運
動
を
展

開
し
た
一
つ
の
成
果
で
あ
る
。
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
が
琉
球
に
来
た
の
も
、
東
ア
ジ
ア
に
失
わ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
氏
族
の
末
裔

が
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
た
側
面
が
あ
る
以
上
、
こ
う
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
改
宗
運
動
に
影
響
さ
れ
た
と
い
え
る
。
そ

も
そ
も
琉
球
海
軍
伝
道
会
自
体
が
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
東
ア
ジ
ア
政
策
の
副
産
物
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、「
宣
教
医
ベ
ッ
テ
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ル
ハ
イ
ム
」
は
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
内
部
で
生
じ
た
様
々
な
活
動
の
産
物
と
い
え
る
。

　

こ
う
し
た
観
点
は
、
彼
の
琉
球
滞
在
中
の
特
異
な
言
説
を
分
析
す
る
う
え
で
も
重
要
で
あ
る
。
第
二
章
で
論
じ
た
よ

う
に
、
彼
に
イ
ギ
リ
ス
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
希
薄
だ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
の
帝
国
主
義
的
言

説
は
当
時
と
し
て
も
受
け
入
れ
が
た
い
ほ
ど
過
激
な
も
の
だ
っ
た
。
一
見
矛
盾
す
る
彼
の
言
説
を
理
解
す
る
に
は
、
彼

の
改
宗
者
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
で
主

流
だ
っ
た
「
穏
健
な
福
音
主
義
者
」
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と
、
ユ
ダ
ヤ
教
か
ら
の
改
宗
者
と
し
て
の
信
仰
の
あ

り
方
が
結
び
つ
い
た
う
え
で
、
琉
球
で
の
経
験
を
経
て
、
彼
の
言
説
は
醸
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
が
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
に
目
覚
め
、
来
琉
し
、
そ
こ
で
活
動
す
る
に
至
る
す
べ
て
の
段

階
で
、
彼
は
イ
ギ
リ
ス
帝
国
で
の
経
験
に
多
大
な
影
響
を
受
け
て
い
た
と
い
え
る
。
換
言
す
れ
ば
、
彼
の
半
生
を
通
じ

て
、
私
た
ち
は
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
帝
国
内
部
の
多
様
な
活
動
が
個
人
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
具
体
的
に
分
析
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
意
味
で
、「
宣
教
医
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
」
は
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
宣
教
運
動
の
落
と
し
子
の
一
人
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

【
注
】

（
1
）	

佐
藤
林
平
「
伯
徳
令
再
説
」『
慶
大
日
吉
紀
要
』
七
号
、
一
二
三
頁
。; K

err, G. H
., O

kinaw
a; the history of an Island 

people, Rutland and T
okyo 1958, pp. 280-2.



188

（
2
）	

カ
ー
ル
・
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
は
プ
ロ
イ
セ
ン
で
生
ま
れ
た
。
一
八
二
一
年
に
ベ
ル
リ
ン
の
イ
ェ
ニ
ケ
宣
教
師
学
校
に
入
学
し
て
い

る
。
一
八
二
六
年
に
牧
師
と
し
て
叙
任
を
受
け
、
同
年
に
オ
ラ
ン
ダ
宣
教
協
会
の
代
理
人
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
に

派
遣
さ
れ
て
い
る
。
翌
年
に
は
中
国
人
へ
の
宣
教
活
動
を
開
始
、
さ
ら
に
翌
年
に
は
独
自
の
宣
教
団
体
を
立
ち
上
げ
た
。
活
動

の
場
を
中
国
に
移
す
と
、
イ
ギ
リ
ス
商
人
た
ち
に
語
学
能
力
を
買
わ
れ
、
彼
ら
と
協
力
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
の
ち
に
は
ア
ヘ

ン
貿
易
に
批
判
的
な
態
度
を
と
る
が
、
彼
は
当
初
ア
ヘ
ン
の
密
貿
易
を
キ
リ
ス
ト
教
布
教
の
た
め
の
唯
一
の
機
会
だ
と
考
え
て

い
た
。
彼
の
著
し
たJournal of T

hree voyages along the coast if China in 1831, 1832, 1833 (1834) 

は
、
西
洋
の

政
治
、
商
業
、
宗
教
の
分
野
で
の
中
国
へ
の
関
心
を
か
き
た
て
た
。R. G. T

iedem
ann, ‘Gützlaff, K

arl Friedrich A
ugust 

(1803–1851)’,  O
xford D

ictionary of N
ational Biography, O

xford U
niversity Press, 2004 

	
[http://w

w
w

.oxforddnb.com
/view

/article/54362,  accessed 3 D
ec 2012]

（
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）	Loochoo N

aval M
ission (LN

M
.), R

eport of the Loo-Choo N
aval M

ission, for 1848, London 1849, pp. 12-6.

（
4
）	LN

M
., R

eport of the Loo-Choo N
aval M

ission, for 1849-50, London 1851, pp. 12-20.

（
5
）	LN

M
., R

eport of the Loo-Choo N
aval M

ission, for 1850-51, London 1852, pp. 16-23.

（
6
）	LN

M
., T

he Seventh R
eport of the Loo-Choo N

aval M
ission, for 1851-1852, London 1853, pp. 22-32.

（
7
）	LN

M
., T

he E
ighth R

eport of the Loo-Choo N
aval M

ission, for 1853-1854, London 1855, pp. 24-35.

（
8
）	

こ
う
し
た
表
記
は
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
照
屋
善
彦
の
著
書
の
タ
イ
ト
ル
に
も
見
ら
れ
る
。Cf. 

照
屋
善

彦
『
英
宣
教
医
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム

─
琉
球
伝
道
の
九
年
間

─
』
人
文
書
院
、
二
〇
〇
四
年
。
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（
9
）	

A
・
P
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
編
『
沖
縄
県
史　

資
料
編
21
―T

he Journal and O
fficial Correspondence of Bernard 

Jean  Bettelheim
 1845

－54 Part 1

』
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
五
年
、
xviii
頁
。（
以
降
『T

he Journal and O
ffi

cial 

Correspondence  of Bernard Jean Bettelheim
 1845-54 Part 1

』
と
す
る
。）: Cf. Bull, Earl R., “T

rials of the T
rail 

Blazer, Bettelheim
”, T

he Japan E
vangelist, T

okyo 32:2, pp. 51-59.

（
10
）	K

err, G. H
., op. cit., p. 288.

（
11
）	Cf. 

照
屋
善
彦
『
英
宣
教
医
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム

─
琉
球
伝
道
の
九
年
間

─
』
人
文
書
院
、
二
〇
〇
四
年
。

（
12
）	Cf. Stanley, Brian, T

he Bible and the Flag: Protestant M
issions and British im

perialism
 in the nineteenth and 

tw
entieth centuries, Leicester 1990.

（
13
）	Cf. Porter, A

ndrew
, R

eligion versus E
m

pire?: British Protestant M
issionaries and O

verseas E
xpansion, 1700-

1914, M
anchester 2004. （

以
降R

eligion versus E
m

pire? 

と
す
る
。）

（
14
）	Idem

., “Religion and Em
pire: British M

issions since c. 1750”, in K
ondo, ed., State and Em

pire in British 

H
istory,  T

okyo 2003, p. 213.

（
15
）	 Idem

., Religion versus Em
pire?, p.13 ; do., “Religion and Em

pire: British M
issions since c. 1750”,　

in K
ondo, 

ed., State and Em
pire, pp. 209-212.

（
16
）	

稲
垣
春
樹
「
帝
国
と
宣
教

─
一
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
帝
国
史
に
お
け
る
宗
教
の
復
権

─
」『
史
学
雑
誌
』、 

一
二
一
：
六
、 

七

三
頁
。
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（
17
）	Cf., H

ilton, Boyd, T
he age of atonem

ent: T
he influence of E

vangelicalism
 on social and econom

ic thought, 

1795-1865, O
xford 1988.; Elbourne, Elizabeth, Blood in the Cape Colony and Britain, 1799-1853, M

ontreal 

and  K
ingston 2002, p. 45.

（
18
）	H

arrison, J. F. C., T
he Second Com

ing: popular M
illenarianism

 1780-1850, London and H
enley 1979, p. 4; 

18
世
紀
末
、
19
世
紀
初
頭
の
段
階
で
、
イ
ギ
リ
ス
に
は
千
年
王
国
思
想
が
根
付
い
て
い
た
。O

liver, W
. H

., P
rophets and 

M
illennialists: T

he usesof Biblical prophecy in E
ngland from

 the 1790s to the 1840s, O
xford 1978., op. cit., p. 

18.

（
19
）	Stanley, op. cit., pp.58-61: O

liver, W
. H

., op. cit., p. 13.

（
20
）	Porter, “Religion and Em
pire: British M

issions since c. 1750”, p. 209.

（
21
）	Ibid., p. 202.

（
22
）	Idem

., “T
he Em

pire and the W
orld”, in M

atthew
, Colin, ed., T

he N
ineteenth Century: T

he British Isles: 1815-

1901, O
xford 2000. p. 148.

（
以
降“T

he Em
pire and the W

orld” 

と
す
る
。）

（
23
）	

一
八
四
〇
─
六
五
年
ま
で
に
、
聖
俗
両
面
で
の
文
明
化
を
目
指
す
宣
教
方
針
は
結
晶
化
し
た
。Idem

., “A
n overview

, 1700-

1914”, in Etherington, N
orm

an, ed., M
issions and E

m
pire, O

xford 2005, p. 53.（
以
降“A

n overview
, 1700-1914”

と
す
る.

）

（
24
） Porter, R

eligion versus E
m

pire?, p. 73, pp. 200-202, pp. 211-212.
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（
25
）	Fletcher, Robert, S. G., “’Returning kindness received’? M

issionaries, Em
pire and the Royal N

avy in O
kinaw

a, 

1846-57”,  English H
istorical Review

, 125: 514, pp. 630-631.
（
26
）	
A
・
P
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
編
『T

he Journal and O
ffi

cial Correspondence of Bernard Jean Bettelheim
 1845-54 Part 

1
』、
二
〇
頁
。
香
港
滞
在
時
で
も
彼
は
聖
書
を
「
神
の
剣
」
と
呼
び
、
自
身
を
比
喩
と
し
て
の
神
の
兵
士
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
同
書　

四
一
頁
。
こ
れ
が
一
八
五
一
年
三
月
二
日
に
な
る
と
、「
単
な
る
比
喩
と
し
て
で
は
な
い
信
仰
の
兵

士
」
を
自
任
す
る
よ
う
に
な
る
。
同
書　

四
七
八
頁
。

（
27
）	

詳
細
は
照
屋
前
掲
書
を
参
照
。

（
28
）	

自
分
た
ち
の
苦
境
を
訴
え
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
保
護
を
求
め
る
よ
う
な
記
事
も
書
か
れ
て
い
る
。Bettelheim

, B. J., “Letter 

from
 B. J. Bettelheim

“, T
he Chinese R

epository, V
ol.14, N

os.1-2, (Jan.-Feb., 1850), p. 87.

（
29
）	

沖
縄
県
沖
縄
史
料
編
集
所
前
掲
書　

五
五
三
、
五
七
七
、
五
八
一
、
五
九
三
‒
六
頁
。

（
30
）	

該
当
箇
所
の
英
語
原
文
は
次
の
通
り
。

	

　

“W
e know

 you are an ignorant nation &
 find it our duty to advance you in the scale of hum

anity. W
e 

w
ish, t herefore, o ur s ubjects t o h old i ntercourse w

ith t he L oochooans, w
hether t hey b e m

issionaries, a rtisans 

or m
erchants. T

he Loochooan nation has need to learn in every respect before it can be pronounced a 

nation. A
nd w

e hereby order that the Loochooan governm
ent rem

ove any &
 every obstacle w

hich w
ould 

prevent free intercourse betw
een Loochooans &

 foreigners. W
e also order them

 to do as all enlightened 
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governm
ents do, &

 let their subjects follow
 w

hatever religion their ow
n conscience tells them

 to follow
, &

 

never to venture to discountenance &
 m

uch less to punish any m
an for follow

ing the religion now
 taught in 

Loochoo  by Christian m
issionaries.” 

A
・
P
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
編
『
沖
縄
県
史　

資
料
編
22
─T

he Journal and O
ffi

cial 

Correspondence  of Bernard Jean Bettelheim
 1845–54 Part 2 

』
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
二
年
、
一
三
〇
頁
。

（
31
）	

同
書　

一
二
四
頁
。
こ
の
記
事
は
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
号
へ
の
失
望
を
表
明
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

（
32
）	

同
書　

一
〇
頁
。

（
33
）	Bettelheim

 to the Illustrated London new
s, Sept. 28, 1852, Copied D

iary of Bettelheim
, 

照
屋
善
彦
前
掲
書
に
引

用　

二
三
一
頁
。

 （
34
）	該
当
箇
所
の
英
語
原
文
は
次
の
通
り
。

	

　

I w
ent there to our neighbour &

 heard from
 the distressed aged m

other of the deceased that her son, aged 

20 years, had been servant to a m
an, w

ho four days ago sent him
 hom

e to her sick, &
 he died last night &

 

w
as  im

m
ediately buried. T

o the questions: “W
hy did you not inform

 us of your case? H
ave w

e not brotherly 

assisted  your fam
ily during the late epidem

ic?” T
he w

om
an w

ith tears answ
ered: “Y

ou know
, sir, w

e cannot 

send to you, the guards at your door &
 your very servants w

ould bring us in danger of life.” Is it not tim
e 

as yet for Christian governm
ents to lend an aiding hand to Loochoo? Can there any w

orse slavery exist in 

the w
orld?  

A
・
P
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
編
前
掲
書　

一
一
六
頁
。
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（
35
）	F. O

. 17, V
ol. 195, Bettelheim

 to Pahm
erston, N

apa, 19. Sept. 1852.
（
36
）
こ
こ
で
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
が
想
定
し
て
い
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
は
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
レ

ポ
ジ
ト
リ
に
寄
稿
し
た
記
事
の
中
で
、
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
船
を
招
き
入
れ
る
た
め
に
努
力
を
惜
し
ん
で
は
な
ら
な
い
、

と
主
張
し
て
い
る
。Bettelheim

, B. J., “Letter from
 B. J. Bettelheim

“, p. 86.

（
37
）	

該
当
箇
所
の
英
語
原
文
は
次
の
通
り
。

	

　

In m
y hum

ble opinion those politicians w
ho – // w

hether from
 religious m

otives or not, it little concerns 

the  hum
an  judge  –  have  opened  T

urkey  to  the  Gospel,  have  show
n  m

ore  zeal  for  the  honour  [of],  &
 gained  

m
ore  practical  ecclesiastical  advantage  for  the  cause  of  God  than  all  the  churches  &

 m
issionary  societies  

in existence. A
nd as long as the Christian w

orld does not unanim
ously rise to dem

and from
 Christian 

governm
ents to com

pel Japan to revoke its decrees flung into the face of God &
 the Redeem

er, their 

Christianity is a very cold profession, indeed.  

A
・
P
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
編
前
掲
書　

一
六
四-

五
頁
。

（
38
）	

彼
が
「
キ
リ
ス
ト
教
国
」
と
し
て
思
い
浮
か
べ
て
い
た
国
の
な
か
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
フ
ラ
ン
ス
も
含
ま
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。LN

M
. ed., ”Extracts from

 the Journal of the Society’s M
issionary, D

r. Bettelheim
, 1850-1852”, in R

eport 

of the Loo-Choo N
aval M

ission, for 1850-1852, London, 1853, p. 17.

（
39
）	Porter, R

eligion versus E
m

pire?, pp. 34-5.

（
40
）	Fletcher, op. cit., pp. 620-1.
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（
41
）	Bettelheim

, B. J., “Letter from
 B. J. Bettelheim

“, p. 36.

（
42
）	

A
・
P
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
編
前
掲
書 

八
頁.

（
43
）	Cf., Porter, R

eligion versus E
m

pire?

（
44
）	
A
・
P
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
編
『T

he Journal and O
ffi

cial Correspondence of Bernard Jean Bettelheim
 1845–54 Part 

1

』、
四
三-
四
頁
。

（
45
）	

該
当
箇
所
の
英
語
原
文
は
次
の
通
り
。

	

　

I tell them
, as Japan is the last nation to be brought under the Gospel, it greatly depends on m

y hearers to 

hasten  the  universal  restoration  of  all  things.  A
nd this  indeed  should  m

ake m
issionary  enterprise  for  Japan 

of  extraordinary  im
portance  w

ith  every  Christian  w
ho  longs  for  the  glorious  appearing  of  his  Lord.   

同
書　

四
八
三
頁
。

（
46
）	LN

M
., ed., “ Extracts from

 the Journal of the society’s M
issionary”, p. 8.

（
47
）	Porter, “A
n overview

, 1700-1914”, p. 55.

（
48
）	

A
・
P
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
編
前
掲
書　

六
八
六-

七
頁
。

（
49
）	 

同
書　

三
二
八
頁
。：
こ
の
箇
所
は
前
千
年
王
国
思
想
の
持
ち
主
に
と
っ
て
は
特
に
重
要
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
。H

arrison, J. F. 

C.,  op. cit., p. 7.

（
50
）	Porter, R

eligion versus E
m

pire?, p. 34. ; 

キ
リ
ス
ト
の
再
臨
に
よ
っ
て
神
の
王
国
が
建
設
さ
れ
る
と
考
え
る
前
千
年
王
国
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思
想
の
持
ち
主
が
宣
教
活
動
を
推
進
す
る
の
は
一
見
矛
盾
す
る
が
、
彼
ら
も
で
き
る
だ
け
多
く
の
罪
び
と
た
ち
が
福
音
に
触
れ

ら
れ
る
よ
う
に
宣
教
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。Porter, “A

n overview
, 1700-1914”, p. 55.

（
51
）	O

liver, W
. H

., op. cit., p. 19.

（
52
）	Bull, Earl R., “T

rials of the T
rail Blazer, Bettelheim

” T
he Japan Evangelist, vol. 32, no. 3, pp. 87-93.

（
53
）	K

err. op. cit., p. 281.

（
54
）	Bettelhheim

, Elizabeth M
., T

estim
ony of a M

issionary’s w
ife. Being a brief N

arrative of the Loo Choo N
aval 

M
ission. A

s v iew
ed d uring E ight y ears r esidence a nd l abors a t N

apakiang; A
ddressed t o E nglish W

om
en, n . 

d.  H
andw

ritten. T
he Bull Collection, pp. 119-20, 

照
屋
善
彦
前
掲
書
に
引
用
二
一
二
頁
。

（
55
）	

A
・
P
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
編
前
掲
書　

四
〇
一
頁
。

（
56
）	

同
書　

二
一
六
頁
。

（
57
）	

同
書　

一
五
三
頁
。

（
58
）	

同
書　

三
九
八
頁
。

（
59
）	

該
当
箇
所
の
英
語
原
文
は
次
の
通
り
。

	

　

M
y stock of argum

ents supporting the possibility of the Lochooans being som
ehow

 connected &
 allied to 

t he h ouse o f I srael s eem
s r apidly t o i ncrease. 

…Genealogies of extinct nations can scarcely be better traced 

than  from
 custom

s,  habits  &
 language.  

…Loochooan custom
s &

 usages, therefore, though trained w
ith a 
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Chinese or Japanese varnish, if they but preserve a striking Jew
ish feature or features, w

ill suffi
ce to arrest 

our  m
inds  &

 put  in  upon  thinking  as  to  this  peculiar  nation’s  origin.  T
here  is  am

ong  the  Loochooans  the  

custom
 of  betrothing  in  full  vigor.  the  w

om
an  is  considered  as  the  w

ife  of  the  bridegroom
 from

 the  tim
e  of  

the betrothals as w
ell as it w

as am
ong the Jew

s.  

同
書　

二
一
六‒

七
頁
。

（
60
）	

フ
ォ
ル
カ
ー
ド
著
、
中
島
昭
子
／
小
川
早
百
合
訳
『
幕
末
日
仏
交
流
記
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
三
年
、
一
五
五
頁
。

（
61
）	

A
・
P
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
編
『T

he Journal and O
ffi

cial Correspondence of Bernard Jean Bettelheim
 1845–54 Part 

2
』、
七
九
頁
。

（
62
）	

同
書　

二
三
九
頁

（
63
）	

同
書　

三
一
三
頁
。。

（
64
）	LN

M
., ed., “ Extracts from

 the Journal of the society’s M
issionary”, p. 58.; 

A
・
P
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
編
『T

he 

Journal and O
ffi

cial Correspondence of Bernard Jean Bettelheim
 1845–54 Part 1

』、
4 

3 

1
頁
。

（
65
）	

該
当
箇
所
の
英
語
原
文
は
次
の
通
り
。

	

　

I have ceased to m
ourn over m

y inability to feed such m
inds w

ith historical evidences &
 Christian 

com
forts  flow

ing  from
 the  O

.T
.  I  never  have  tim

e  to  enter  on  the  history  or  even  occasion  to  m
ention  the  

nam
es  of A

braham
, D

avid &
c. in m

y am
bulatory serm

ons.
…A

s long as w
e had the todzies &

 guards around 

us,  I could &
 did often enter on O

.T
. ground, &

 a good stock of such know
ledge is abroad am

ong the nation. 
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But now
, how

 can I venture to preach M
oses instead of Christ, or give a history instead of preaching as 

m
inister  of  the  Gospel?  A

・P

・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
編
『T

he Journal and O
ffi

cial Correspondence of Bernard Jean 

Bettelheim
 1845–54 Part 2

』、
2 

5 

0-

1
頁
。.

（
66
）	

A
・
P
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
編
『T

he Journal and O
ffi

cial Correspondence of Bernard Jean Bettelheim
 1845–54 Part 

1

』、
六
〇
四
頁
。.

（
67
）	

該
当
箇
所
の
英
語
原
文
は
次
の
通
り
。

	

　

I feel often uneasy w
hen considering I differ on som

e essential points of Christian m
orality from

 others. 

But  m
y consolation is in practice I could alter little though I held their view

s, &
 further that I am

 persuaded 

all  such  opinions  do  not  am
ount  w

ith  m
e  to  a  creed  &

 I  am
 ready,  yea  and  as  it  w

ere  w
aiting  give  them

 

up w
hen better conviction arise. I keep m

y m
ind under God. I ow

e him
 sincerity in all m

y w
ays, &

 cannot 

think or speak otherw
ise than he gives m

e the apprehension of truth.

…It sets m
e a thinking, but I feel not 

condem
ned  for  all  m

y  strangeness.  Brought  up  a  rabbinical  Jew
,  I  got  a  habit  of  speculativeness,  w

ild  &
 

T
alm

udically  centrifugal indeed, still inventive &
 not altogether useless.  

同
書　

五
八
八
頁
。

（
68
）	

A
・
P
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
編
『T

he Journal and O
ffi

cial Correspondence of Bernard Jean Bettelheim
 1845–54 Part 

2

』、
二
五
〇
頁
。

（
69
）	

英
語
原
文
は
次
の
通
り
。
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T
hey w

ho think the N
.T

. differs from
 the O

.T
. not only in the nature of the m

eans of Salvation but also as 

to the spirit &
 m

orality of the divine governm
ent on earth w

ill do w
ell to rem

em
ber that the A

pocalypse is 

not  only the last part of the Gospel but a “Revelation” in itself, the revelation of Jesus Christ w
hich God gave 

unto him
, &

 it m
ay differ in “an im

portant respect from
 the general im

pression of the Gospel, just as the 

Gospel differs from
 the O

.T
. – T

he Revelation of John m
ay be view

ed as an am
plification on the assum

ption  

of pow
er by Jesus m

entioned at the end of the Gospels, just as the Gospels are an am
plification of the 

prophecies  gone before concerning Christ as sacrifice.

… （
中
略
） 

…It m
ust also be rem

em
bered that several 

i m
portant t opics i n c onnection w

ith t he C hristian f aith, t hough s uffi
ciently h inted a t i n h oly w

rit d id s till n ot 

acquire  their due prom
inence at once, yea and appeared during the life of Christ on earth &

 of his apostles 

to tend in quite a contrary direction from
 w

hat the genuine spirit of Christianity developed, im
pressed on 

the consolidated Church. T
hus, it is evident our Lord him

self observed the w
hole Jew

ish ritual, his apostles  

likew
ise:  

… 

（
中
略
） 

…D
ivine w

isdom
 &

 indulgence connived for a season till the purity of the new
 faith 

assum
ed  gradually the renovated features inherent to its divine nature.  

同
書　

六
八
六-

七
頁
。

（
70
） 	

A
・
P
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
編
『T

he Journal and O
ffi

cial Correspondence of Bernard Jean Bettelheim
 1845

－54 

Part 1

』、
二
四
三-

四
頁
。

（
71
）	

同
書　

四
七
五
‒
六
頁
。
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（
72
）	

同
書　

五
七
九
‒
八
一
頁
。

（
73
）	

エ
フ
ド
、
ダ
ビ
デ
、
ギ
デ
オ
ン
は
異
教
徒
と
の
戦
い
に
お
い
て
イ
ス
ラ
エ
ル
を
守
っ
た
神
話
上
の
英
雄
で
あ
る
.
ピ
ー
タ
ー
・

カ
ル
ヴ
ォ
コ
レ
ッ
シ
著
、
佐
柳
文
男
訳
『
聖
書
人
名
事
典
』
教
文
館
、
1
9
9
8
年
、
四
八
‒
九
、
五
八
‒
九
、
八
四
‒
五
頁
。

（
74
）	

英
語
原
文
は
次
の
通
り
。

	

　

W
hile adm

iring those w
ho fell m

artyrs on stakes &
 scaffolds, I certainly adm

ire those w
ho fell, the sw

ord 

in  the  hand  w
hen  unsheathed  for  truth.  T

here  are  tim
es  w

hen  God  places  his  servants  so  as  to  m
ake  it  

apparent  he  desired  to  be  glorified  by  their  subm
issive  death,  &

 there  are  again  tim
es  w

hen  he  desires  his  

servants should draw
 the sw

ord of vengeance for him
, I cannot scratch out the nam

es of Ehud, Gideon &
 

D
avid, &

 others from
 the inspired Record.

…（
中
略
）…Foolish m

en, Fattening in ease at hom
e preach peace!

…
（
中
略
）
…”T

he Lord is a m
an of w

ar, the Lord is his nam
e!” 

同
書　

四
一
四-

五
頁
。
こ
の
引
用
し
た
箇
所
の
直

後
に
は
、
人
間
の
高
貴
な
感
情
の
調
和
を
尊
ぶ
の
は
「
間
違
っ
た
通
説
（m

istaken orthodoxy

）」
だ
と
非
難
し
て
い
る
。

（
75
）	

同
書　

四
三
〇
頁
。

（
76
）	

同
書　

五
一
一
頁
。

（
77
）	K

err, G.H
., op. cit., p. 291.

（
78
）	

A
・
P
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
編
『T

he Journal and O
ffi

cial Correspondence of Bernard Jean Bettelheim
 1845–54 Part 

2

』、
六
八
四
頁
。
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（
79
）	

A
・
P
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
編
『T

he Journal and O
ffi

cial Correspondence of Bernard Jean Bettelheim
 1845–54 Part 

1

』、
五
二
六
頁
。：
古
都
エ
リ
コ
と
は
ヨ
ル
ダ
ン
低
地
の
都
市
。
エ
ジ
プ
ト
を
脱
出
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
が
ヨ
ル
ダ
ン
に
渡

り
、
エ
リ
コ
の
城
壁
を
一
日
一
周
し
、
七
日
目
に
角
笛
を
鳴
ら
す
と
城
壁
が
崩
れ
た
と
い
う
故
事
に
由
来
す
る
。
ヨ
シ
ュ
ア
記

六
：
一-

二
七
。

（
80
）	

ジ
ョ
ー
ジ
・
ス
ミ
ス
著
、
山
口
栄
鉄
／
新
川
右
好
訳
『
琉
球
と
琉
球
の
人
々

─
琉
球
王
国
訪
問
記
』
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
二

〇
〇
三
年
、
九
頁
。
彼
は
続
け
て
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
が
も
し
温
和
で
彼
ほ
ど
我
慢
強
く
な
い
人
物
で
あ
れ
ば
、
既
に
夭
折
す

る
か
撤
退
し
て
し
ま
っ
て
い
る
は
ず
だ
と
論
じ
、
彼
を
擁
護
し
て
い
る
。

（
81
）	

A
・
P
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
編
前
掲
書　

二
七
一
頁
。
同
様
の
議
論
は
一
八
四
七
年
二
月
二
二
日
の
記
事
に
も
見
ら
れ
る
。
同
書　

二
一
一
頁
。

（
82
）	

同
書　

五
二
八
頁
。

（
83
）	

同
書　

三
五
三
頁
。

（
84
）	

A
・
P
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
編
『T

he Journal and O
ffi

cial Correspondence of Bernard Jean Bettelheim
 1845–54 Part 

2

』、
三
四
五
頁.

（
85
）	Bettelheim

, B. J., “Letter from
 B. J. Bettelheim

“, p. 33. 
こ
こ
も
ま
た
、 

ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
を
髣
髴
と
さ
せ
る
記
述
で
あ

る
。

（
86
）	

ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
は
、
琉
球
で
支
配
的
な
の
は
仏
教
よ
り
も
儒
教
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
役
人
た
ち
と
の
対
話
の
中



201	 宣教医ベッテルハイムの琉球王国宣教とそのイギリス帝国宣教史上の意義

で
、
彼
ら
が
仏
僧
や
仏
教
へ
の
反
感
を
感
じ
取
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
A
・
P
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
編
『T

he Journal and O
ffi

cial 

Correspondence  of  Bernard  Jean  Bettelheim
 1845–54  Part  1

』、
二
四
一
頁
。：
そ
の
結
果
、
彼
は
仏
教
や
そ
の
ほ
か

の
迷
信
の
ほ
う
が
儒
教
よ
り
好
ま
し
い
、
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
書　

六
一
六
頁
。

（
87
）	Stanley, Brian, op. cit., p. 64.: 

ス
タ
ン
リ
ー
は
、
偶
像
崇
拝
へ
の
十
字
軍
遠
征
と
し
て
の
宣
教
師
た
ち
の
活
動
が
、
帝
国
主

義
的
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
う
る
態
度
や
反
応
を
生
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。Ibid., pp. 64-5.

（
88
）	

A
・
P
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
編
『T

he Journal and O
ffi

cial Correspondence of Bernard Jean Bettelheim
 1845–54 Part 

2

』、
一
〇
頁
。.

（
89
）	

同
書　

二
頁
。

（
90
）	

同
書　

一
一
六
頁
。

（
91
）	

A
・
P
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
編
『T

he Journal and O
ffi

cial Correspondence of Bernard Jean Bettelheim
 1845–54 Part 

1

』
一
八
一
頁
。.

（
92
）	

ユ
ダ
ヤ
人
の
解
放
が
千
年
王
国
の
建
設
の
た
め
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
い
う
言
説
が
、
こ
の
当
時
流
布
し
て
い
た
。O

liver, 

W
. H

., op. cit., p. 44.

（
93
）	

A
・
P
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
編
前
掲
書　

二
二
頁
。

（
94
）	

英
語
原
文
は
次
の
通
り
。

	

　

… 

（
前
略
） 

…I did w
hat I could, not only as physician but as m

an &
 Christian, pitying the im

age of God, 
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effaced by the rude hand of Japanese tyranny &
 ignorance. N

othing but upsetting such governm
ents or 

com
m

anded to them
 to obey w

holesom
e counsel given w

ill ever help this nation. A
nd nothing, too, is easier 

than  to change Japanese policy. 

…（
中
略
）…It is m

ost certain the w
hole produce of the fertile landscape, w

ith 

exception  of  the  m
iserable  pittance  on  w

hich  the  labourer  is  allow
ed  to  live,  runs  into  governm

ent’s  belly.  
…（
中
略
）…W

hen shall Christendom
 rise to honour God in his im

age &
 put dow

n the few
 w

ho oppress the 

m
any?  It  is  not  here  oppression  like  in  Christianised  despotic  states;  it  is  here  a  com

plete  m
erging  of  m

an  

into  the brute creation. 

同
書　

九
五
頁
。

（
95
）	

A
・
P
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
編
『T

he Journal and O
ffi

cial Correspondence of Bernard Jean Bettelheim
 1845–54 Part 

1

』、
五
九
八
頁
。

（
96
）	

A
・
P
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
編
『T

he Journal and O
ffi

cial Correspondence of Bernard Jean Bettelheim
 1845–54 Part 

2

』、
六
八
四
頁
。

（
97
）	Porter, R
eligion versus E

m
pire?, p. 203-5.

（
98
）	

山
下
重
一
「
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
、
モ
ア
ト
ン
の
琉
球
滞
在
と
イ
ギ
リ
ス
の
対
琉
球
政
策
」『
國
学
院
法
学
』
四
〇
：
四
、
三
七
八

‒
九
頁
。

（
99
）	Sparding, J. W

., T
he Japan E

xpedition; Japan and A
round the W

orld, an account of three visits to the Japanese 

E
m

pire, w
ith sketches of M

aderia, St. H
elena, Cape of G

ood H
ope, M

auritius, Ceylon Singapore, China, and 

Loo-Choo, pp. 80-81, in Patrik Beillevaire, ed., R
yukyu studies since 1854: W

estern encounter part 2, V
ol. 1.


